Canon 

PIXUS MX 7600 
操作ガイド 

ファクス操作編 

使用説明書 

ご使用前におずこの使用説明書をお読み< ださい。 

将来いつでも使用でをるよラに大切に保管してください。 


操作ノ くネルとメニュー項目について 



ファクスの基本的な設定 

電話回線を接続する/発信元情報を登録する/ 

送信先を登録する 


ファクスを送信しよう 

ファクス送信の流れ/ファクスを送信する前に/ 

ファクスを送信する/ファクスを再送（リダイヤル）する/ 
そのほかの便利な機能を使ラ 


ファクスを受信しよう 

ファクス受信の流れ/ファクスを受信する/そのほかの便利な 
受信機能を使う/メモ U に保存されているファクス 
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困ったとさには 
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付録 


本機の設定を変更する/印刷でをるレポートとリスト 
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ファクスボタンを押します 




送信先にダイヤルします 
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原稿を原稿台または 
ADF にセツトします 
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画質や明るさを設定します 


読みありお馈度 
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ファクスが送信されます 




フアクスの送信に便利な機能 


下の3つの方法を使って、あ5かじめ送信巧を登録すると、すばやく送信できます 


ワンタッチダイヤル 
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グループダイヤル 
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そのほかにも送信に便利な機能びあります 


複数の相手に一度に送信する 


►33 ページ 



送信巧の状況を確認してか5送信する 


‘31ページ 



フアクスの送信のしかた （詳しい操作手順については P.30 を参照してください) 
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ファクスを送 
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I 操作パネルとメニュー頃目について 


操作パネルの名称と役割、および各メニュー項目について説明します。 

f 操作パネル 



〇電源ボタン 


© コピー ボタン 
© ファクスボタン 
〇 スキヤンボタン 

0 メモリーカードボタン 
〇通信中/メモリランプ 

〇 エラー ランプ 

〇液晶モニター 
〇 メニューボタン 
⑩用紙/設定ボタン 
のテンキー 


電源を入れる/切るとさに}甲します。電源を入れるときは、原稿台カバーを閉じてく 
ださい。 

• 本機は電源を切るとファクスを受信することができません。 

•ファクスの送受信中や未送信のファクスがメモリに保存されている場合は電源を 
切ることがでさません。 

コピーモードに切り替えます。また、電源を入れたとさに点滅します。 

ファクスモードに切り替えます。 

スキャンモードに切り替えます。パソコンと接続している場合に使います。詳しく 
は、『スキャンガイド』（電子マニュアル）を参照してください。 

メモリーカードモードに切り替えます。 

ファクスの送受信中に緑色に点滅します。また、メモリに原稿があるときは緑色に点 
灯します。 

用紙やインクがなくなったときなど、エラーが発生したときにオレンジ色に点灯また 
は点滅します。 

メッセージ、メニュー項目、動作状況が表示されます。 


メニューを表示するとさに使用します。 


用紙サイズを変更するときに使用します。 

数値やコピー部数などを入力します。また、ファクス/電話番号や夕字を入力しま 
す。 


⑩リダイヤル/ポーズボタン テンキーを使用して、最後に送信した番号をリダイヤルします。また、ダイヤルする 

とさやデータを登録するとさに、番号と番号の間にポーズを入れます。 


⑩短縮ボタン 短縮ボタンを巧すと、登録されているファクス/電話番号またはグループ名のリスト 

が表示されます。 


のストップ/リセットボタン ファクスの送受信を取り消すとさに使用します。また受信したファクスの印刷中にこ 

のボタンを}甲すと、印刷を中止して受信したファクスをメモリに保存します。 


操作パネルとメニュー項目について 

































































⑩モノク□スタートボタン（上） 白黒コピー、白黒スキャン、または白黒ファクス送信を開始します。 

カラースタート ボタン（下） カラーコピ ー 、カラーフオトプリント、カラースキャン、またはカラーファクス送信 
を開始します。 

⑩オンフックボタン 電話回線に接続するときと、切るときに使います。 

⑩トーンボタン ー時的にプッシュ信号に切り替えます。また、夕字を入力するときに入カモードを切 

り替えます。 

⑩トリミングボタン 表示中の写真をトリミング編集でさます。写真をトリミングする方法については、 

『操作ガイド（本体操作編)』の r 印刷する範囲を指定するートリミング」を参照して 
<ださい。 

⑩▲▼イ►ボタン コピー部数やメニュー項目、設定項目などを選ぶときに使います。液晶モニターに 

▲ /▼/</► と表示されているところは、それぞれのボタンで操作することが 
でさます。 

また、夕字を入力するとさは、イボタンで入力した夕字を消し、►ボタンで夕字の 
間にスペースを入力します。 

⑩ OK ボタン メニュー項目や設定項目を確定します。また、印刷途中でのエラーか5復帰するとき 

や、紙づまりを取り除いたあと、復帰するときに使います。また、 ADF (自動原稿 
給紙装置）にある原稿を排紙します。 

⑩戻るボタン 操作を取り消して一つ前の画面に戻ります。 

® 送信画質ボタン ファクスを送信するときの画質を設定します。 

⑩日付指定ボタン メモリーカードに保存されている写真を日付で絞り込みます。日付で絞り込む方法に 

ついては、『操作ガイド（本体操作編)』の「印刷する写真を日付で絞り込む一曰付指 
定」を参照してください。 

⑩拡大/縮小ボタン 拡大コピーや縮小コピーの設定をします。 

© 両面コピーボタン 両面コピーの設定をします。 

⑩ワンタッチダイヤルボタン 登録されているファクス/電話番号またはグループ名を表示します。 


操作パネルと メニュー 項目に ついて 



f メニュー頃目について 

^ニューボタン、用紙/設定ボタン、または送信画質ボタンを押すと、ファクスのメニュー項目画面が表 
示されます。 

メニュー項目を使っていろいろな設定や本機のお手入れがでさます。 


&S3} 

メンテナンス/各設定は、いずれのモードか5でも設定でさます。機能を設定するとさに、この一覧表を参考にしてくだ 
さい。 


^フアクスモード 


■ 送信画質画面 


■ ファクスメニュー画面 

圓> 国国固团 

受信モード設定 

用速に合わせて 
受信モードを訪定でさます 


受信モード設定 


ファクス優先モード （^ P .40) 
ファクス専用モード （^ P .41) 
電話優先モード （^ P .41) 


メモ U 照を 


原稿リスト印刷 （^ P .46) 
指定原稿印刷 （^ P .46) 
指定原稿削除 （^ P .47) 


レポート/リスト印刷 


通信管理レポート （^ P .63) 
電話番号リスト （^ P .2 日） 
ユーザデータリスト（与 P .64) 
原稿リスト（与 P . 日 8) 


電話番号営録 


ワンタッチダイヤル（与 P .18) 
短縮ダイヤル （^ P .19) 
グループダイヤル （^ P .21) 


メンテナンス/る設定（ち記を参照) 


用紙/設定画面 



用紙サイズ（与 P .43) 
用紙の種類（与 P .43) 



読み取り解像度 (=» P .28) 
読み取り續度（与 P .29) 


■ メンテナンス/各設定 

メンテナンス画面『操作ガイド（お手入れ 

編)』） 


の >( y テす y ス 1 

y 功しチェック 


ク1」 一ニ ンヴ 


強カク、」ーニ y ヴ 


インク品質イ呆持 


定期 □ー ラク1」 一ニ ンヴ 


ヘッド化置調整一白動 


| BB * ホ定 1 


各設定画面 


吾訪定 


つァク刀詰定 
が刷設定 

PictBrid が訪ち 

LAN 訪定 

ぞの地の訪定 

言語遇巧 
BB = ►ホ定 


フアクス設定 


基本設定 P .59) 

曰付/時刻設定 P . 曰 9) 

曰付表示形式 P . 日 9) 

ユーザ名/ TEL 登録 （^ P . 曰 9) 
発信元記録位置 P . 日 9) 
オフフックアラーム（与 > P .己 9) 
音量調整（づ P . 日 9) 

回線種別自動（与 P .60) 

通信管理レポート（づ P .60) 


操作パネルと メニュー 項目に ついて 
















































送信機能設定 P .60) 

ECM 送信 （^ P .60) 

ポーズ時間設定（与 P .60) 

自動リダイヤル （^ P .60) 

送信スタートスピード（与 P . 目 0) 
カラー送信処理（与 P .60) 

送信結果レポート （^ P .60) 
ダイヤル!ン検知（与 P . 目 0) 
受信機能設定 P .61) 

自動受信印刷 （^ P .61) 

ECM 受信 （^ P .61) 

ファクス優先モード（与 P . 目 1) 
着信呼び出し （^ P .61) 

自動受信切り替え （^ P .61) 

リモート受信（与 P .61) 

受信画像縮小 （^ P .61) 

受信スタートスピード（与 P . 目 2) 
受信結果レポート （^ P .62) 


印刷設定* 
PictBridge 設定* 
LAN 設定* 
その他の設定* 

言語選が* 

設定リセット* 


『操作ガイド（本体操作編)』の「液晶モニ 
ター画面の操作方法」の「メニュー画面の基 
本操作」の「メニュー項目について」を参照 
して < ださい。 


操作パネルと メニュー 項目に ついて 




電話回線を接続ずる 


本機の接続方法の代表的な例をご紹介します。間違った接続をするとファクスの送受信がでさませんので、 
正しく接続してください。 


モ期せず電源び切れたとを 

停電で電源が切れてしまったとさや、誤って電源プラグをコンセントか5抜いてしまった場合、メモリに保存されてい 
るファクスはすべて消去されます。ただし、ユーザデータやワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルの 
設定は保持されます。 

電源が切れると、次のよラな状態になります。 

• ファクスの送受信やコピーはでさません。 

• 電話機を接続している場合、電話がご使用できるかどうかは、ご契約の電話回線や電話機により異なります。 


一船回線にち続ずる方法 

• 本機を単体で接続する 


一般（アナ□グ）回線 



電話や留守番電話を直接接続ずる 


一般（アナ□グ）回線 



電話や留守番電話 

電話や留守番電話を接続する場合は、接 
続する前に外付け機器接続部のカバー 
を取り外してください。 


電話線分配器を使用して、本機と外付け機器を同じ電話回線に並列接続しないでくださし、正常に動作しない 
ことがあります。 


一般（アナ□グ）回線 



ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 



















•パソコンを経由して電話や留守番電話を接続する 


LINE TEL 

JTTTTTTTj jrTTTTm 


一般（アナ□グ）回線 



パソコン 


電話や留守番電話 
電話や留守番電話を接 
続する場合は、接続する 
前に外付け機器接続部 
のカバーを取り外して 
<ださい。 


いろいろな回線にち続ずる方法 

次の接続方法は代表例です。すべての接続を保証するちのではありません。詳しくは、本機と接続す 
るネットワーク機器 （ADSL モデムやターミナルアダプタなどの制御装置）に付属の取扱説明書を参 
照してください。 

• ISDN 回線に接続ずる 



に DN 回線に接続するときは、回線種別でプッシュ回線（ I -ーン）を選択してください。 

ADSL 回線に接続ずる 


ADSL 回線 


ADSL モデム 
(スプリツタと一体 
のちのちあります） 



電話や留守番電話 
電話や留守番電話を接 
続する場合は、接続する 
前に外付け機器接続部 
のカバーを取り外して 
<ださい。 

パソコン 


電話回線を接続する 



ファクスの基本的な設定 




































































スプリッタより前（壁側）で電話線を分岐しないでください。また、スプリッタを複数並列接続しないでくだ 
さい。正常に動作しないことがあります。 

ADSL 回線に接続するときは、回線種別でご契約タイプと同じ回線を選択してください。 

■ P 電話に接続する 

スプリッタ 

I — 

ADSL 回線； 


ADSL モデム 
(スプリツタと 
一体のものち 
あります） 


パソコン 



.電話や 
留守番電話 


IP 電話対応 
ブ□ードバンドルータ 


ADSL モデム 

※接続ポートの構成や名称などは、商品により異なります。 


光回線（ひかり電話）に接続する 


光回線 



.電話や 
留守番電話 


ブ□ードバンドルータ 
※接続ポートの構成や名称などは、商品により異なります。 




光回線（ひかり電話）に接続するときは、回線種別でプッシュ回線（トーン）を選択してください。 



ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 


























































f 電話回線の種類を設定する 

本機には電源コードを接続して、電源を入れたとき、電話回線の種類を自動的に判別して設定する機能が 
あります。ただし、 ADSL 回線、光回線、または構内交換機 （ P 目 X )などの制御装置に接続している場 
合、正しく判別されないことがあります。回線の種類が自動的に正しく設定されなかった場合は、「電話回 
線の種類を自動で設定する」 ( P .9) を参照し、電話回線の種類を設定し直してください。 

それでも設定でさない場合は、「電話回線の種類を手動で設定する」 （ P .1 日）を参照してください。 

• に DN 回線または光回線に接続するときは、回線種別でプッシュ回線（ I -ーン）を選択してください。 

• ユーザデータリストを印刷すると、現在の設定を確認でさます。 ^ P .64 

■ 電話回線の種類を自動で設定ずる 

1 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

I 各設定画面を表巧ずる 

_ I - 〇イ►ボタンで[メンテナンス/各設定]を選び、 

日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 


0イ►ボタンで[各設定]を選び、日 K ボタンを押し 
ます。 

各設定画面が表示されます。 


3畳本設定画面を表巧する 

〇 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

フアクス設定画面が表示されます。 



が刷炭足 


PiGtBrid 唯設定 


LAN 設定 


ぞの地の設定 


言語造お 

08=►ホ定 


つ了クつ、 A 二^— 


呂园国回!壓 

>；ンテナン:^/甚設定 


襄讚雜 SS ます 



甚設定 


本樣の甚設定を行います 



ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 

































▲▼ボタンで[基本設定]を選び、日 K ボタンを押 
します。 

基本設定画面が表示されます。 


▲▼ボタンで[回線種別自動]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

回線種別の確認画面が表示されます。 

日 K ボタンを押します。 

回線種別の指定方法を選択する画面が表示されます。 


▲▼ボタンで[自動]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

回線種別を自動で検出したあと、設定完了画面が表 
示されます。 

日 K ボタンを押します。 

基本設定画面に戻ります。 


■ 電話回線の種類を手動で設定ずる 

電話回線の種類を自動で設定でさない場合は、手動で電話回線の種類を設定します。 

ご使用の電話回線の種類（ダイヤル回線/プッシュ回線）がおわかりにな5ない場合は、「電話回線種別の確認 
方法」 （ P .12) にしたがって確認してください。 

1 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してから、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

2各設定画面を表示する 

〇イ►ボタンで[メンテナンス/各設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

〇 イ►ボタンで[各設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

各設定画面が表示されます。 

3基本設定画面を表巧する 

〇 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

フアクス設定画面が表示されます。 


電話回線を接続する 



届信樹お Ft! 疋 


受信樣請設定 


08=►ホ定 


回線種別自動画面を表示ずる 


別基本設定 




ファクスの基本的な設定 









































O ▲▼ボタンで[基本設定]を選び、日 K ボタンを押します。 
基本設定画面が表示されます。 


回線種別自動画面を表示ずる 


別基本設定 

「 

曰巧表示形:式 


ユーヴち/ TEL 登録 

発信元記録 e 置 

すつつックアラーム 

ささ i 恩輕 

、回捕種別白動 ) —— 

EaB= ►讲走； 



-0 ▲▼ボタンで[回線種別自動]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

回線種別の確認画面が表示されます。 

© 日 K ボタンを押します。 

回線種別の指定方法を選択する画面が表示されます。 


R1 回捕種別白動 


-© ▲▼ボタンで[指定]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

回線種別選択画面が表示されます。 


回線種別を選択ずる 


81回捕種別造お 



▲▼ボタンで回線種別を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

[ダイヤル回線]を選んだ場合はダイヤル速度を選択 
する画面が表示されるので、 [2 日 PPS ] または [10 
PPS] を選んだあと、日 K ボタンを押します。 

[プッシュ回線]を選んだ場合は基本設定画面に戻り 
ます。 


ダイヤル回線：パルス式電話機の場合に選択します。 
プッシュ回線：トーン式電話機の場合に選択します。 


I 自動 

(T 指定 

08 = ►ホ定 


タイでル 回捕 


ブッシュ回捕 


ファクスの基本的な設定 


電話回線を接続する 












































• 電話回線種別の確認方法 


ご使用の電話回線の種類（ダイヤル回線/プッシュ回線）がおわかりにな5ない場合は、次の手順 
にしたがってご確認ください。 



電話回線を接続する 



ファクスの基本的な設定 


































発信元情巧を登録ずる 


ファクスを受信すると、受信した用紙の一番上に小さい文字で、送信してさた人の名前や会社名、ファク 
ス/電話番号、送信した曰付と時刻が印刷されていることがあります。これが発信元情報です。 

本機では、この発信元情報を登録できるので、本機から送信したファクスを受信した人は、発信元（送信 
者）の名前や送信曰時を知ることがでさます。 

発信元情報は、次のよラに印刷されます。 


送信した日付と時刻 ■ 

発信元（送信ち）の’ 
ファクス/電話番号 

ファクス/電話番号 
の前に 「FAX」 または 
FTEU をつけること 
がでさます。 ^P. 已9 


2008 04/1015:33 FAX 123 4567 


キヤノン八ナコ 


キヤノンタ□ウ 


XE 


THE SLERE 
SAPORS LANEoBi 
TELEPHONE BOOLE 


COMPANY LI 
OOLEoDORSETl 
(94513) 51617 


Our Ref. 350/PJC/EAC 


i/IITED 
OBH258ER 
FAX 1234567 


発信元（送信者）の名前 


ページ番号 


ワンタッチダイヤルまたは短縮 
ダイヤルで送信したとさに、送信 
先の名前が表示されます。 


&S3\ 


• 白黒ファクス送信のときは、画像領域の内側と外側のどち5に発信元情報をつけるかを設定でさます。づ P . 日9 
• カラーファクス送信のとさは、画像領域の内側に発信元情報が設定されます。また、送信先の名前は印刷されません。 
参ファクス/電話番号の前に FAX または TEL を付加することがでさます。 ^ P . 日9 
• 日付には3つの表示形式があり、必要に応じて変更でさます。与 P . 日9 


f 文字や数字を入力する 

本機のテンキーに割り当てられている文字は、次のとおりです。 


ボタン 

カナモード（：ア） 

英をモード（： A) 

数きモード （： 1) 

川 

アイウエオァィゥエォ 


1 

に] 

カキクケコ 

A 巳 C a b C 

2 

[3] 

ヴシスセソ 

DEFdef 

3 

[4] 

タチツテトツ 

G H 1 g h i 

4 

间 

ナニヌネノ 

J K L j k 1 

5 

脚 

八ヒフへホ 

M N 0 m n 0 

6 

[7] 

7 三ムメモ 

P Q R S p q r s 

7 

脚 

ヤユ 3 ャュョ 

TUVtu V 

8 

[9] 

ラリルレ □ 

WX YZ wxyz 

9 

[0] 

ワヲン 


0 

[#] 

、、。 。 「」 、 •- 

- . sp* * #!" 1 ;: へ、 二 / r ? $ @ o/o & + ( ) m } く > 

[关] 

カナモード（：ア） 一 ► 英字モード（： A) — ^ 数字モード （ ： 1 ) 

千 1 



ファクスの基本的な設定 


に P」 は空白を表します。 


発信元情報を登録する 




































送信元情報やワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルの名前やファクス/電話番号を登録 
する場合には、次の手順にしたがって文字や数字を入力してください。 

1 卜ーン （*) ボタンを巧して、カナ入力（：ア)、英字入力（： A)、 また 
は数字入力(: 1) に切り替える 

[ユーザ名]、[名前]、または[グループ名]のち横に、選択された入カモードが表示さ 
れます。 

例：カナ入力 



ここではワンタッチダイヤルに登録する場合について説明しています。ワンタッチダイヤル画面を表示する場 
合は、「ワンタッチダイヤルに登録する」 （ P .18) を参照してください。 

2 テンキーで、文字を入力する 

入力する文字が表示されるまで繰り返し押します。 

次に入力したい文字が同じボタンに割り当て S れているとき（例： r あ J のあとに r お J 
を入力する場合）： 

[►] を押してから、同じボタンをもう一度押します。 

スぺースを乂力するとを： 

[►] を2回押します（数字入力時は1回)。 

文字を消去ずるとを： 

[イ]を押します。 

入力した文字をずべて消去ずるとを： 

[イ]を長押しします。 

f 曰付と時刻を登録する 

• 日付は、[年/月/日]、[月/日/年]、[日/月/年]の3つの表示形式か5選ぶことができます。与 P . 日9 
• MP ドライバをインス!-ールしたパソコンに本機を接続すると、パソコンの日付と時刻の設定が本機にコピーされま 
す。 

パソコンで日付と時刻を正しく設定しておくと、本機での設定を省略することができます。 

• 本機は電源プラグを抜いた場をでも、日付と時刻の設定は保持されます。 


ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 











ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

各設定画面を表示ずる 

〇イ►ボタンで[メンテナンス/各設定]を選び、日 K ボタンを押します。 


メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

0イ►ボタンで[各設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

各設定画面が表示されます。 

基本設定画面を表示ずる 

〇 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、日 K ボタンを押します。 
ファクス設定画面が表示されます。 

0 ▲▼ボタンで[基本設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

基本設定画面が表示されます。 

曰付/時刻設定画面を表巧する 



曰巧舌:不お五； 


ユーヴち/ TEL 登録 


発信元記録 e 置 


才つつツクアラっ^ . 


音畳調整 
108=►ホ定 


I 


ボタンで[日付/時刻設定]を選び、日 K ボタ 
ンを押します。 

曰付/時刻設定画面が表示されます。 


曰付と時刻を入力する 


U 曰巧/時别設定 





-〇テンキーで、現在の曰付と時刻 （24 時間形式）を 
入力します。 

西暦は下2巧を入力してください。 


入力を間違えたときは、イ►ボタンを巧してカーソルを修正したい位置まで移動させ、正しく入力し直してく 
ださい。 

OK ボタンを巧して、登録を終了ずる 

基本設定画面に戻ります。 


ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 






















ザちとファクス/電話番号を登録する（巧信元情報） 


ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

各設定画面を表示ずる 

〇イ►ボタンで[メンテナンス/各設定]を選び、日 K ボタンを押します。 
メンテナンス/各設定画面が表示されます。 

G イ►ボタンで[各設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

各設定画面が表示されます。 

昼本設定画面を表示ずる 

〇 ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

ファクス設定画面が表示されます。 

〇 ▲▼ボタンで[基本設定]を選び、日 K ボタンを押します。 

基本設定画面が表示されます。 

ユーザち / TEL 登録画面を表示する 


81基本設定 

- 

曰巧/時别設定 


円な棄元恥ホ 

^ユーヴを/1[し登録 ) —— 

麗信兀記録の置 


すつつックアラーム 

音畳調整 

08 = ►ホ定 

1 


〇 


▲▼ボタンで[ユーザ名/ TEL 登録]を選び、日 K 
ボタンを押します。 

ユーザ名/ TEL 登録画面が表示されます。 


巧信元の名前を入力する 


ユーヴち/ TEL 登録 


-0 テンキーで発信元の名前を入力し（スペースを含む 
最大24夕字)、日 K ボタンまたは▼ボタンを押し 
ます。 




文字を入力する方法や消去する方法については、「文字や数字を入力する」 （ P .13) を参照してください。 


ユ ーヴを «Ba 

" ナコ 

立ーヴ TEL 

〇=►入カモード切替 


^1 


2 


3 


4 


5 



ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 




























フアクス/電話番号を入力する 


81ユーヴ： S / TEL 登録 


ユーヴち 
;リパ/け] 
ユー师1 


08=►ホ定 




テンキーで、ファクス/電話番号を入力します（ス 
ペースを含む最大2日お)。 

番号の前にプラス記号 （+ ) を入力するときは、# 
ボタンを押します。 


•数字を入力する方法や消去する方法については、「夕字や数字を入力する」 （ P .13) を参照してください。 
• ユーザデータリストを印刷すると、登録した発信元情報を確認でさます。 ^ P .64 

OK ボタンを巧して、登録を終了する 

基本設定画面に戻ります。 


ファクスの基本的な設定 


発信元情報を登録する 














送信巧を登録ずる 


よく利用する送信先をあ5かじめ登録しておくと、ボタンを数回押すだけでかんたんにダイヤルできます。 
登録のしかたには、次の3つの方法があります。 

ワンタッチダイヤル操作パネルのワンタッチダイヤルボタン （01 〜日 8) に登録すると、ワンタッチダイ 
ヤルボタンを押すだけでファクスを送信でさます。最大8件まで登録でさます。 


短縮ダイヤル 


グループダイヤル 


短縮ダイヤル（日日〜 99) に登録すると、短縮ボタンを押してから登録した短縮夕' 
イヤル番号を入力するか、▲▼イ►ボタンで選ぶだけで、ファクスを送信できます。 
最大1日日件まで登録できます。 

あ5かじめワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録した複数の送信先を、ま 
とめることができます。同じ原稿をグループ内のすべての送信先に一度に送信でき 
ます。 


f ワンタッチダイヤルに登録する 


ワンタッチダイヤルを使うには、あ5かじめ送信先のファクス/電話番号を登録しておく必要があります。 


ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

電話番号登録画面を表示する 


旦园国@团 


車註番号登録 


ロン5ツチ、思縮、 
ヴルーブ巧イでルを 
登録で舌ます 


广〇 


イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

電話番号登録画面が表示されます。 


つ ンタツチダイヤル画面を表 fv する 




ンタツチタイでル ）- 


思饰5?ィ下■ル 


ヴルーブ巧イでル 


08 = ►ホ定 


-0 ▲▼ボタンで[ワンタッチダイヤル]を選び、日 K 
ボタンを押します。 

ワンタッチダイヤル画面が表示されます。 


ファクスの基本的な設定 


送信先を登録する 





















ワンタツチダイヤルに登録する 




02 


-〇 ▲▼ボタンでまだ使っていないワンタッチダイヤル 
の番号（日1〜日 8) を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 


03 


05 




06 


08=►が規入力 


ワンタッチダイヤルボタン （01 
さます。 


08) を巧して選ぶこともで 


ロンをツチタイでル 


ロン£?ツチ01 
ち前 m 


巧乃扣ウ 


TEL 


1=►入カモード切替 


-© テンキーで送信先の名前を入力し、日 K ボタンまた 
は ▼ ボタンを押します（スペースを含む最大1目文 
字）。 


ぶロンをツチタイでル 


口 >£?ツチ01 
を前 m 
巧乃扣ウ 

TEL 


四^^^ 


-0 テンキーで、登録したいファクス/電話番号を入力 
します（スペースを含む最大目日が5)。 


• 夕字や数字を入力する方法や消去する方法については、「夕字や数字を入力する」 （ P .13) を参照してくだ 
さい。 

• ポーズを入力するとさはリダイヤル/ポーズボタンを巧します。 

• I -ーンを入力するときは!-ーン（乂）ボタンを巧します。 

OK ボタンを巧して、登録を終了ずる 

• 続けてほかの番号や名前をワンタッチダイヤルに登録するには、手順4を繰り返します。 

• ワンタッチダイヤル（日1〜日 8) に宛名ラベルを貼っておくと、ダイヤルするときに便利です。 

• ワンタッチダイヤル電話番号リストを印刷して、登録した送信先を確認でさます。 ^ P . 日8 


f 短縮ダイヤルに営録する 


短縮ダイヤルを使ラには、あらかじめ送信先のフアクス/電話番号を登録しておく必要があります。 


ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してから、メニューボタンを押します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

電話番号登録画面を表巧する 

〇イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、日 K ボタンを押します。 
電話番号登録画面が表示されます。 



ファクスの基本的な設定 


送信先を登録する 









































短縮ダイヤル画面を表示する 




n 、/ 々、り耳々’イクパ, 

思縮タイでル 


乃ルーイ V ル 


た 


08 =►ホ定 


-0 ▲▼ボタンで[短縮ダイヤル]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

短縮ダイヤル画面が表示されます。 


短縮ダイヤルに登録ずる 


ぶ思縮タイでル 


ら〇か 


00 

01 

02 

03 


08 =►が規入力 


-(A) 


— (B) 


〇テンキ ー( A)、 または▲▼イ►ボタン旧）で、まだ 
使っていない短縮ダイヤルの番号（日日〜 99) を選 
び、日 K ボタンを押します。 


ぶ思縮タイでル 


思縮が0 
をお 


けリ乃イ扣ウ 


TEL 


1 =►入カモード切替 


-0 テンキーで送信先の名前を入力し、日 K ボタンまた 
は ▼ ボタンを押します（スペースを含む最大1目文 
字）。 


ぶ思縮タイでル 


思縮が 0 
ち前 

wy イ扣ウ 
TEL 


-© テンキーで、登録したいファクス/電話番号を入力 
します（スペースを含む最大目日ホ行)。 


188 =►ホ定 


&SSi 


• 夕字や数字を入力する方法や消去する方法については、「夕字や数字を入力する」 （ P .13) を参照してくだ 
さい。 

• ポーズを入力するとさはリダイヤル/ポーズボタンを巧します。 

• I -ーンを入力するときは!-ーン（乂）ボタンを}甲します。 

OK ボタンを巧して、登録を終了する 




• 続けてほかの番号や名前を短縮ダイヤルに登録するには、手順4を繰り返します。 
短縮ダイヤル電話番号リストを印刷して、登録した送信先を確認でさます。 ^ P . 日8 



ファクスの基本的な設定 


20 


送信先を登録する 
















































p グループダイヤルに登録する 


ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに登録した番号を選んでグループダイヤルに登録することで、一度に 
複数の送信先へフアクスを送信することができます。 


ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

電話番号登録画面を表巧ずる 

〇イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、日 K ボタンを押します。 
電話番号登録画面が表示されます。 

グループダイヤル画面を表を、する 


ロンをツチタイでル 


お捕々'イク J し 


ヴルーブ巧イでル 


08 = ►ホ定 


-0 ▲▼ボタンで[グループダイヤル]を選び、日 K ボ 
タンを押します。 


-0 ▲▼ボタンで[ワンタッチ]または[短縮ダイヤ 
ル]を選び、日 K ボタンを押します。 

&S3\ 

グループダイヤルは、ワンタッチダイヤル/短縮ダイヤルの未登 
録番号に登録でさます。 


グループダイヤルを登録する番号を選ぶ 

ワンタッチダイヤルに登録するとを： 


-〇 ▲▼ボタンで、まだ使っていないワンタッチダイヤ 
ル（日1〜 08) を選び、日 K ボタンを押します。 


1 

ロン5ツチ 

] 


思縮タイでル 

J 



ファクスの基本的な設定 


号 

は番 
ル縮録 
で思登 
V/未す 
タチのま 
ブツルし 
- 5で録 

ルンィ登 

ヴロ巧に 


送信先を登録する 












































短縮ダイヤルに営録するとを 

を 00) - ^(A) 


00 - 

01 - 

02思縮タイでル 
03思縮タイでル 


08=►が規入力 


-( B ) 


グループのち前を入力する 

ワンをツ子0、 

ヴルーブ名 

wy のけ A 

え y}\ 


合計0 


1=►入カモード切替 



〇テンキー （ A)、 または▲▼イ►ボタン（巨）でま 
だ使っていない短縮ダイヤルの番号（日〇〜 99) を 
選び、日 K ボタンを押します。 


-0 テンキーで、グループの名前を入力し（スペースを 
含む最大1目夕字)、日 K ボタンまたは▼ボタンを 
押します。 

• 夕字を入力する方法や消去する方法については、「夕字や数字 
を入力する」 （ P .13) を参照してください。 

• ここで入力した名前は、グループダイヤル電話番号リストに 
印刷されます。 


グループダイヤルに登録するワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを入 
力ずる 

ワンをツ子0、 合計0 


ワンタッチダイヤルに登録をれている番号を入力するとを： 

グループダイヤルに登録するワンタッチダイヤル （ 01 〜 08 ) を押します。 

短縮ダイヤルに登録をれている番号を入力するとを： 

短縮ボタンを押して、テンキーまたは▲▼イ ► ボタンでグループダイヤルに登録する短 
縮ダイヤルの番号を選び、 OK ボタンを押します。 


• 同じグループダイヤルに、続けてほかのワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを登録するには、本手順を 
繰り返します。 

• グループダイヤルに登録でさるのは、すでにワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録されているファ 
クス/電話番号だけです（テンキーでファクス/電話番号を入力することはでさません）。 

• ▲▼ボタンを}甲すと、入力した番号を確認でさます。 

• 一度入力した番号を消去する場合は、▲▼ボタンで、消去するワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルを選 
択し、イボタンを}甲します。 


ヴルーブち 
初のけ A 


001 


]= ►追加 


ロンをツチ/扭補 



5 
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送信先を登録する 






























7 OK ボタンを巧して、登録を終了する 

• 続けてそのほかのグループダイヤルを登録するには、手順4〜目を繰り返します。 

• グループダイヤル電話番号リストを印刷して、登録した送信先を確認でさます。与 P . 日8 


r 登録した情報を変更する 

短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤルに登録した情報を変更する場合は、次の手順にし 
たがって変更します。 

1 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してから、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

I 電話番号登録画面を表巧ずる 

〇イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、日 K ボタンを押します。 

電話番号登録画面が表示されます。 

i 変更ずるダイヤルが登録されている頃目を選ぶ 

〇 ▲▼ボタンで、[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイヤル]、または[グループダイヤル]か5 
変更するダイヤルが登録されている項目を選び、日 K ボタンを押します。 

[グループダイヤル]を選んだ場合、「ワンタッチ」または[短縮ダイヤル]を選択する画面が表示されます。 

^ P.21 

4 変更するダイヤルの番号を選ぶ 

ワンタッチダイヤルを変更ずるとを： 

▲▼ボタンで、変更するワンタッチダイヤルの番号 （01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを 
押します。 

短縮ダイヤルを変更ずるとを： 

テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、変更する短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを 
押します。 

ワンタッチダイヤルに登録したグループダイヤルを変ちするとを： 

ボタンで、変更するグループダイヤルが登録されているワンタッチダイヤルの番号 
(01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを押します。 

短縮ダイヤルに登録したグループダイヤルを変更するとを： 

テンキーまたは▲▼イ ► ボタンで、変更するグループダイヤルが登録されている短縮夕' 
イヤルの番号を選び、 0 K ボタンを押します。 

5 ▲▼ボタンで[編集]を選び、 OK ボタンを巧す 



ファクスの基本的な設定 


送信先を登録する 
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6 登録した情報を変更する 

〇テンキーで新しい名前を入力し、日 K ボタンを押します（スペースを含む最大1目夕字)。 

© イボタンで番号を削除してか5、テンキーで新しいファクス/電話番号を入力し、日 K ボタ 
ンを押します（スペースを含む最大目日が5)。 

r 登録した情報を削除する 

短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤル、グループダイヤルに登録した情報を削除する場合は、次の手順にし 
たがって削除します。 

1 ファクスメニュー画面を表巧ずる 

〇ファクスボタンを押してから、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

1 電話番号登録画面を表示する 

〇イ►ボタンで[電話番号登録]を選び、日 K ボタンを押します。 

電話番号登録画面が表示されます。 

3 削除ずるダイヤルが登録されている頃目を選ぶ 

〇 ▲▼ボタンで、[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイヤル]、または[グループダイヤル]か5 
削除するダイヤルが登録されている項目を選び、日 K ボタンを押します。 

[グループダイヤル]を選んだ場合、「ワンタッチ」または[短縮ダイヤル]を選択する画面が表示されます。 

^ P.21 

4削除ずるダイヤルの番号を選ぶ 

ワンタッチダイヤルの情報を削除するとき： 

▲▼ボタンで、削除するワンタッチダイヤルの番号 （01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを 
押します。 

短縮ダイヤルの情報を削除ずるとき： 

テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、削除する短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを 
押します。 

ワンタッチダイヤルに登録したグループダイヤルを削除するとを： 

ボタンで、削除するグループダイヤルが登録されているワンタッチダイヤルの番号 
(01 〜 08) を選び、 0 K ボタンを押します。 

短縮ダイヤルに登録したグループダイヤルを削除ずるとを： 

テンキーまたは▲▼イ ► ボタンで、削除するグループダイヤルが登録されている短縮ダ 
イヤルの番号を選び、 0 K ボタンを押します。 

3 ▲▼ボタンで[削除]を選び、 OK ボタンを巧ず 

0 ▲▼ボタンで[はい]を選び、 OK ボタンを巧ず 


ファクスの基本的な設定 
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送信先を登録する 




f 登録したま号リストを巧刷する 

登録したファクス/電話番号の一覧を印刷できます。このリストを本機のそばに置いておくと、ダイヤル 
するときに便利です。 


1 用紙をセットする 

用紙のセットち法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

2 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

3 レポート/リスト EI 1 刷画面を表示ずる 

〇 4> ボタンで[レポート/リスト印刷]を選び、 

日 K ボタンを押します。 

レポート/リスト印刷画面が表示されます。 


4 登録されている電話番号リストを EI 1 刷する 

〇 ▲▼ボタンで[電話番号リスト]を選び、日 K ボタ 
ンを押します。 

電話番号リスト画面が表示されます。 


レボ■ー ト/ I 」つ>印刷 


桶信苗巧 I /が一|- 

註番号 I 」つ> 

」~~で了 ~包リ又卜 

原稿1」：^卜 


08=►ホ定 


つ了クつ、 A 二^— 


凸国!層]固阳 

レがート/|」：^卜印刷 

通信皆理レがートを 
甚種1」：^卜を印刷で舌ます 



型を巧牡や}心 


思縮タイでル _ 

ヴルーブ巧イでル 


08=►ホ定 


0 


▲▼ボタンで、[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイ 
ヤル]、または[グループダイヤル]を選び、日 K ボ 
タンを押します。 


フ 

ア 

ク 

ス 

の 

基 

本 

的 

な 

設 

定 


送信先を登録する 




































[ワンタッチダイヤル]、[短縮ダイヤル]を選んだとき： 

0 ボタンでワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録した名前を已〇音順で印刷する 

かどうかを選びます。 


印刷しますむ？ 


はい 

し、しな 


はい：名前の已日音順、またはアルファべット順で印刷します。 

いいえ：ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルの番号順で印刷します。 

[グループダイヤル]を選んだとき： 

0 ▲▼ボタンで、[はい]を選び、日 K ボタンを押します。 

レがートを印刷して 
いいですむ？ 


はい 

し、しな 


はい：電話番号リストが印刷されます。 
いいえ：電話番号リスト画面に戻ります。 



ファクスの基本的な設定 
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送信先を登録する 





















step 5 

次の原稿をセットしてか5、カラースタートボタンまた 
はモノク□スタートボタンを}甲し、すべての原稿を読み 
込む 



Step 6 

OK ボタンを巧す 



ファクスが送信されます 


Step 1 

送信したい原稿や写真を原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）にセットする 
^『操作ガイド（本体操作編)』の「コピー/ファクス/スキヤンする原稿をセットする」 


Step 2 

画質（解像度）や濃度（明るさ）を設定する^ P .28、 P .29 


Step 3 

テンキーまたはワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを使ってダイヤルする^ P .30、 P .33 


本機を PBX (構内電話交換機）や別の電話交換システムに接続している場合は、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、 
グループダイヤルは使用でさません。 


Step 4 


Step 4 

原稿台ガラスにセツトしたとを 


ADF (自動原稿給紙装置）にセットしたとき 

カラースタートボタンまたはモノク□スタートボタンを 


カラースタートボタンまたはモノク□スタートボタンを 

押す（原稿が1枚の場合は step 6へ進みます） 


巧す 


ファクス送信の流れ 


■ ファクス送信の流れ 

ここでは、本機からファクスを送信するまでの主な操作の流れについて説明します。 


•重要 


本機を PBX (構内電話交換機）や別の電話交換システムに接続しているとさは、まず外線呼び出し番号をダイヤルして 
か5、相手のファクス/電話番号をダイヤルしてください。 


ミニ 


フアクスを送肩しよう 























I ファクスを送信ずる前に 

原稿に合わせて、画質や濃度を設定でさます。 

r 画質（解像度）ををちする 

送信する原稿の画質を調整できます。解像度を高くすると、よりきれいに原稿を送信できますが、送信時 
間が長くなります。送信する原稿の種類に合わせて、画質を調整してください。 

1 ファクスボタンを巧してか5、送信画質ボタンを巧ず 
1 ボタンで読み取り解像度を選ぶ 


ぶ送信画質 



3イ ► ボタンで画質を選ぶ 

標準： 通常の文字だけの原稿に適しています。 

ファイン：細かい文字の原稿に適しています。 
写真： 写真の入った原稿に適しています。 

4 OK ボタンを巧す 


ファクスを送信する前に 



ファクスを送信しよぅ 








f 濃度（明るを）を変更する 

濃度（明るさ）とは、原稿を読み込むときの濃さを意味します。濃度を濃く設定すると全体が濃くなり、 
薄い鉛筆の文字などが見えるよラになります。 

1 ファクスボタンを押してか5、送信画質ボタンを押す 
I ボタンで読み取り濃度を選ぶ 



3イ ► ボタンで濃度を選ぶ 

A ボタンを押すと薄くなります。 ► ボタンを押すと濃くなります。 

4 OK ボタンを巧す 


ファクスを送信する前に 



ファクスを送信しよぅ 
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I ファクスを送信ずる 

ファクスを送信するには、次の 4 つの方法があります。 

• テンキーを使って送信する 
♦ 送信先の状況を確認してか5送信する 

♦ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを使って送信する 
♦複数の相手に一度に送信する（同報送信） 

f ファクス送信の準備をする 

1 電源ボタンを押して電源を入れる 

2 原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に原稿をセットする 


•重要 


両面原稿を送信する場合、原稿は原稿台ガラスにセットしてください。 ADF (自動原稿給紙装置）か5両面原 
稿を読み込むことはでさません。 

&SS} 

送信できる原稿の種類や条件、セットのしかたについては、『操作ガイド（本体操作編)』の「コピー/ファク 
ス/スキャンする原稿をセットする」を参照してください。 

3 ファクスボタンを J 甲す 

ファクスランプが点'月し、ファクス待機画面になったことを確認してください。 

4 要に応じて、画質（解像度）や濃度（明るさ）を調整する ^ P .28、 

p.sg 

f テンキーをほつて送信する 

1 送信先のファクス番号をテンキーでダイヤルする 

2 カラーファクスを送信ずる場合はカラースタートボタンを巧し、白黒ファ 
クスを送信ずる場合はモノクロスタートボタンを}甲す 


•重要 


カラー送信は送信先のファクス機がカラーファクスに対応しているとさのみ有効になります。 


ファクスを送信しよぅ 
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ファクスを送信する 








原稿台ガラスにセツトしたとき： 

〇次のメッセージが表示されたあと、原稿台ガラスに次の原稿をセットします。 


次ページの i 売みお y 
=+原稿亡ット 
跨了して送信 


0 


1枚の原稿で読み込みを終了する場合は、日 K ボタンを押して送信します。 
手順2で押したボタンと同じボタンを押します。 


&SS] 


手順2でモノク□スタートボタンを}甲した場合、カラーの原稿でもモノク□で送信されます。 
0 手順〇、©を繰り返し、すべての原稿を読み込みます。 

〇 日 K ボタンを押します。 

送信がはじまります。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセツトしたとを： 

自動的に原稿が読み込まれ、送信がはじまります。 


• 送信を中止するとさは、ストップ/リセットボタンを巧します。送信中のとさはストップ/リセットボタン 
を巧し、液晶モニターの表示にしたがってください。 

• 原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを巧して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っています日 K を}甲すと、原稿を排出します]のメッセージが表示され 
ます。日 K ボタンを}甲すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 

• 送信先が話し中などでファクスを送信でさなかったとさに、間隔をあけて自動的にリダイヤルする機能があ 
ります。お買い上げ時は自動リダイヤルする設定になっています。 ^ P .3 曰 

自動リダイヤルを中止するときは、リダイヤルが開始された5、ストップ/リセットボタンを巧してくださ 
い。 

r 送信巧のがミ兄を確認してか6送信ずる 

ファクスを送信する前に、相手と会話をしたいときや、相手が自動的にファクスに切り替わ5ないファク 
スを使っているときは、送信先がファクスを受信できるかどうかを確認してか5手動で送信します。 


• ファクスを手動で送信する場合は、原稿台ガラスは使用でさません。 

• ファクスを送信する前に、相手と会話をしたいときは、本機に電話機を接続する必要があります。電話機を接続する 
方法については、『かんたんスタートガイド（本体設置編)』を参照してください。 


オンフックボタンを使ってダイヤルずる 


オンフックボタンを巧ず 

送信先のフアクス番号をテンキーでダイヤルする 

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤルを使ってダイヤルすることちでさます。^ P .33 


ファクスを送信する 



ファクスを送信しよぅ 







3 本機に接続した電話機の受話器を取り、送信先とを話をずる 

もし、送信先の声ではなく、ピーという音が聞こえたら、手順6に進みます。 

4 送信先に、ファクスを受信ずる操作をしてち S 5 

5 ピーという音を確認ずる 

6カラーファクスを送信ずる場合はカラースタートボタンを巧し、白黒ファ 
クスを送信する場合はモノクロスタートボタンを押す 


•重要 


カラー送信は送信先のファクス機がカラーに対応しているときのみ有効になります。 

7受話器を置< 

• 送信を中止するとさは、ストップ/リセットボタンを巧します。送信中のとさはストップ/リセットボタン 
を}甲し、液晶モニターの表示にしたがってください。 

• 原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを巧して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っています 0 K を巧すと、原稿を排出します]が表示されます。日 K ボ 
タンを}甲すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 

■ 本機に巧続した電話を巧ってダイヤルする 

1 電話機の受話器を取る 

2送信先のファクス番号を電話機でダイヤルする 

3送信先とを話をする 

もし、送信先の声ではなく、ピーという音が聞こえたら、手順6に進みます。 

4 送信先に、ファクスを受信する操作をしてを S 5 

5 ピーという音を確認する 

6カラーファクスを送信する場をはカラースタートボタンを巧し、白黒ファ 
クスを送信ずる場合はモノクロスタートボタンを}甲す 


•重要 


カラー送信は送信先のファクス機がカラーに対応しているときのみ有効になります。 

7受話器を置く 

(¢ 15 ] 

• 送信を中止するとさは、ストップ/リセットボタンを巧します。送信中のとさはストップ/リセットボタン 
を}甲し、液晶モニターの表示にしたがってください。 

• 原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを巧して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っています 0 K を巧すと、原稿を排出します]が表示されます。日 K ボ 
タンを}甲すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 


ファクスを送信する 



ファクスを送信しよぅ 






f ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを 
ほって送信する 

ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルにファクス/電話番号を登録しておくと、かんた 
んな操作でファクスを送信することができます。 

1 送信先にダイヤルする 

ワンタッチダイヤルを使って送信するとき： 

ダイヤルする番号を割り当てたワンタッチダイヤルボタンを押します。 

短縮ダイヤルを使って送信するとき： 

短縮ボタンを押してから、テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、ダイヤルする番号を割り 
当てた2おの短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを押します。 

グループダイヤルを使って送信するとを： 

ワンタッチダイヤルボタンを押すか、短縮ボタンを押してから、テンキーまたは 
▲▼イ ► ボタンで、ダイヤルするグループを割り当てた2おの短縮ダイヤルの番号を選 
び、 0 K ボタンを押します。 

1 カラーファクスを送信ずる場合はカラースタートボタンを巧し、白黒ファ 
クスを送信ずる場合はモノクロスタートボタンを}甲す^ P .30 


I •重要 


カラー送信は送信先のファクス機がカラーファクスに対応しているとさのみ有効になります。 

• 送信を中止するとさは、ストップ/リセットボタンを巧します。送信中のとさはストップ/リセットボタン 
を巧し、液晶モニターの表示にしたがってください。 

• 原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを}甲して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合 r は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っています日 K を}甲すと、原稿を排出します]が表示されます。日 K ボ 
タンを}甲すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 

• 送信先が話し中などでファクスを送信でさなかったとさに、間隔をあけて自動的にリダイヤルする機能があ 
ります。お買い上げ時は自動リダイヤルする設定になっています。 ^ P .3 曰 

自動リダイヤルを中止するときは、リダイヤルが開始された5、ストップ/リセットボタンを巧してくださ 
し、。 


r 複数の巧手に一度に送信する（同報送信） 

同じ原稿を複数の相手（最大 1 日 9 件）に一度に送信できます。同報送信するには、次の 3 つの方法があ 
ります。 

♦ワンタッチダイヤル：8件まで 
♦短縮ダイヤル：1日日件まで 

♦通常のダイヤル（テンキーを使う）またはリダイヤル：1件 

送信先は、どのよラな順で入力してもかまいませんが、テンキーで入力したあとは、必ず日 K ボタンを押 
して < ださい。 

^#51 

複数の送信先に同じ原稿を頻繁に送るよラなときは、送信先を1つのグループとして登録しておくと便利です。このグ 
ループダイヤルを使ラと、かんたんなキー操作で、グループ内のすべての送信先に一度に原稿を送ることがでさます。 
^P.21 


ファクスを送信しよぅ 


ファクスを送信する 





1 同報送信するすべての送信先のファクス番号を 1 件ずつダイヤルする 

ワンタッチダイヤルのとを： 

ダイヤルしたい番号を割り当てたワンタッチダイヤル （01 〜 08) を押します。 

短縮ダイヤルのとを： 

短縮キーを押して、テンキーまたは▲▼イ►ボタンで、ダイヤルしたい番号を割り当て 
た2おの短縮ダイヤルの番号を選び、 0 K ボタンを押します。 

通常のダイヤルのとを： 

テンキーでファクス番号を入力して、 0 K ボタンを押します。 

▲▼ボタンを}甲して、入力した番号を確認でさます。 

2カラーファクスを送信ずる場合はカラースタートボタンを巧し、白黒ファ 
クスを送信する場合はモノクロスタートボタンを押す^ P .30 


•重要 


カラー送信は送信先のファクス機がカラーファクスに対応しているとさのみ有効になります。 

• 送信を中止するとさは、ストップ/リセットボタンを巧します。送信中のとさはストップ/リセットボタン 
を}甲し、液晶モニターの表示にしたがってください。 

• 原稿の読み取り中にストップ/リセットボタンを巧して原稿が ADF (自動原稿給紙装置）に残った場合は、 
液晶モニターに [ ADF に原稿が残っています日 K を}甲すと、原稿を排出します]が表示されます。 0 K ボ 
タンを}甲すと 、 ADF (自動原稿給紙装置）に残った原稿が自動的に排紙されます。 

• 1件だけを中止することはでさません。手順1の操作でダイヤルしたすべての送信先への送信が中止されま 
す。 



ファクスを送信しよぅ 
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ファクスを送信する 





I ファクスを再送（リダイヤル）ずる 

再送する方法には、自動リダイヤルと手動リダイヤルの2つがあります。 


f 自動リダイヤル 

送信先が話し中などでファクスを送信できなかったときは、間隔をあけて自動的にリダイヤルします。 
お買い上げ時は自動リダイヤルする設定になっています。 

次の設定を変更できます。 

♦ 自動リダイヤル設定のする/しない 
♦ リダイヤルの回数 （1 〜1日回） 

♦リダイヤルの間隔 （1 〜99分） 

設定については、「自動リダイヤル」 （ P .6 日）を参照してください。 

• 自動リダイヤルを中止するときは、リダイヤルが開始された5、ストップ/リセットボタンを巧してください。 

• 自動リダイヤルを取り消す場合は、待機中に未送信の原稿をメモリか5削除します。詳しくは、「メモリに保存されて 
いるファクスを削除する」 （ P .47) を参照してください。 


f 手動リダイヤル 

テンキーを使用して、最後に送信したファクス番号にリダイヤルするには、リダイヤル/ポーズボタンを 
押します。 

(¢#51 

• 送信のしかたについては、「テンキーを使って送信する」 （ P .30) を参照してください。 

• 手動リダイヤルを中止するとさは、ストップ/リセットボタンを巧します。 


ファクスを送信しよぅ 


ファクスを再送（リダイヤル）する 






I そのほかの便利な機能を巧う 

f プッシュホンサービスを利用する 

本機では、銀行、航空券の予約、ホテルの予約などのプッシュホンサービスがご利用でさます。プッシュ 
ホンヴービスではプッシュ信号を使用するため、本機をダイヤル回線に接続している場合は、一時的に 
プッシュ信号に切り替えてご利用ください。 


•重要 


プッシュホンサービスをご利用になる場合は、サービス提供会社との契約が必要です。具体的なサービス内容や使用方 
法についてはサービス提供会社にお問い合わせください。 

■ プッシュ回線で利用ずる 

• オンフックボタンを巧ってダイヤルする 

1 ファクスボタンを巧す 

1 オンフックボタンを巧す 

ゴサービス先の電話番号をテンキーでダイヤルする 

4録音音声のメッセージが聞こえた S 、 メッセージにしたがってテンキーで 
番号を押す 

相手と会話をするとをは、本機に接続した電話機の受話器を取ってください。 

3 サービスの利用が終わった5、オンフックボタンを巧す 
♦ 本機に接続した電話機を巧ってダイヤルする 

1 ファクスボタンを巧す 
1 電話機の受話器を取る 

j サービス先の電話番号を電話機でダイヤルずる 

4録音音声のメッセージが聞こえた S 、 メッセージにしたがって電話機で番 
号を巧ず 

5 サービスの利用が終わつた S 、受話器を置< 


そのほかの便利な機能を使5 



ファクスを送信しよぅ 






■ ダイヤル回線で利用ずる 

• オンフックボタンを巧ってダイヤルする 

1 ファクスボタンを押す 

2オンフックボタンを巧す 

3サービス先の電話番号をテンキーでダイヤルずる 

4録音音声のメッセージが聞こえた S 、 卜ーン （*) ボタンを巧して、プッ 
シュ（トーン）信号に切り替える 

相手と会話をするとさは、本機に接続した電話機の受話器を取ってください。 

5 メッセージにしたがって、テンキーで番号を押す 
6サービスの利用が終わった S 、 オンフックボタンを巧ず 
• 本機に接続した電話機を巧ってダイヤルする 

1 ファクスボタンを巧す 
2電話機の受話器を取る 
3サービス先の電話番号を電話機でダイヤルする 

4録音音声のメッセージが聞こえた S 、 電話機でプッシュ信号に切り替える 

本機に接続した電話機からサービス先に電話をかけた場合、本機でプッシュ回線に切り 
替えることはでさません。電話機での切り替え方法は、ご使用の電話機の取扱説明書を 
参照してください。 

5 メッセージにしたがって、電話機で番号を押す 
6サービスの利用が終わった S 、受話器を置< 



ファクスを送信しよぅ 


そのほかの便利な機能を使5 
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f MsssmJ ソコンか 6 送信する 

パソコンに接続してご使用になる場合、印刷機能のあるアプリケーションソフトから、ファクスドライバ 
を使ってファクスを送信することができます。詳しくは、『ファクスドライバガイド』（電子マニュアル） 

を参照してください。 

f 亡 CM 方式で送受信する 

本機は 、 ECM (自動誤り訂正モード）方式で送受信するように設定されています。受信側のファクス機ち 
ECM 方式に対応している場合、自動的に誤りを訂正し再送します。 

• 送信側または受信側のファクスが ECM に対応していないとさは、標準モードで送受信されます。 

• ECM 方式で送受信しないよラに設定することもできます。与 P .60、 P .61 

• ECM が設定されていると、送受信時間が長くなることがあります。 


■ 


ファクスを送信しよぅ 
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そのほかの便利な機能を使5 






ファクス受信の流れ 


ここでは、本機でファクスを受信するまでの主な操作の流れについて説明します。 

step 1 

受信方法を選択する 
^「受信方法を選択する」 （ P .40) 


Step 2 

A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの用紙をセットする 
^『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」 


Step 3 

用紙の設定を確認、変更する 
与「用紙の設定を変更する」 （ P .43) 


• 本機は電源が入っていないとファクスを受信することがでさません。電源ボタンを巧して電源を入れてください。 
• 受信を中止したい場合は、ストップ/リセットボタンを}甲して、液晶モニターの表示にしたがってください。 


フアクスを受信しよう 


ファクス受信の流れ 













ファクスを受信ずる 


f 受信方まを選 f 尺する 

受信のしかたには、次の3とおりがあります。ご使用の用途に合わせて受信モードを選んでください。 


今 

今 

今 


ファクス優先モード 


ファクス専用モード 


電話優先モ■ド 


電話よりもファクスを使う機会が多い 

ファクス専用回線がある 

ファクスよりち電話を使う機会が多い 

1つの回線をファクス用にち電話用にも使用したい場合は、外付け機器接続部に電話機や留守番電話機を接続する必要 
があります。 

■ 電話よりをファクスをよくほう、自動的にファクスと電話を切0 
換えたい（ファクス優先モード） 

戸を 


を 


を 




電話：呼び出し音が鳴ります。 

受話器を取ると、相手と会話がでさます。 


着信 



ファクス：自動的に受信されます。 




• 電話がかかってさたとさに電話機か5呼び出し音が鳴るまでに、多少時間がかかります。呼び出し音をすぐ 
に鳴5したいとさは、電話優先モードをご使用ください。 

• 外付けの電話機を本製品に接続している場合は、設定している受信モードにかかわ5ず、着信があると電話 
機の呼び出し音（着信呼び出し回数で設定されている回数）が鳴ります。 

• ファクス設定画面の[受信機能設定]で[着信呼び出し]を[しない]に設定すると、着信時の呼び出し音 
を鳴5さないよラにすることがでさます。 

• m 下の項目について、本機の応答方法を細かく設定することがでさます。ファクス設定画面の[受信機能設 
定]の[ファクス優先モード]で設定してください。 ^ P .61 
一着信がファクスか電話かを本機が判断するための時間 
一着信が電話の場合に、呼び出し音を鳴5す時間 
-設定した呼び出し時間が経過したあと、ファクスを受信するかどラか 


ファクスを受信する 



フアクスを受信しよう 












ファクス専用の回線びある、ファクスだけを受信したい 
(ファクス専用モード） 




着信 


ファクスが自動的に受信されます。 


• ファクス受信時に呼び出し音は鳴りません。 

• 電話を併用してご使用になる場合は、本機に電話機を接続し、ファクス優先モードか電話優先モードに変更 
してください。 

ファクスよりも電話をよくほう、ファクスは手動で受信したい 
馆話優先モ-ド） 



ミ 



電話：呼び出し音が鳴ります。 

受話器を取ると、相手と会話がでさます。 



ファクス 


着信 


呼び出し音び鳴ります。 

受話器を取り、「ポーポー」といラ音が聞こえ 
たら、 ファクスボタンを押してから、カラース 
タートボタンかモノク□スタートボタンを押 
してください。ファクスが受信されます。 



留守番電話を接続している場合： 

留守番電話：メッセージが応答します。 
ファクス：ファクスが自動的に受信されます。 




受話器を取ったあと、カラースタートボタンやモノク□スタートボタンを}甲さなくてち、自動的にファクス 
を受信することちでさます。 

• 一定の時間呼び出し音を鳴5したあと、自動的にファクスを受信することもできます。ファクス設定画面の 
[受信機能設定]で[自動受信切り替え]を[する]に設定し、受信開始時間を設定してください。 ^ P .61 
• 本機に接続した電話機が本機か5離れた場所にある場合は、本機に接続した電話機の受話器を取ったあとに 
2曰（リモート受信 ID ) をダイヤルすると、ファクスを受信できます（リモート受信)。与 P .44 
なお、リモート受信はプッシュ回線でのみ、使用できます。リモート受信をしないよラにも設定できます。 
与> P .61 

留守番電話機を接続している場合は留守番電話機を留守モードにし、巧のよラに設定してください。 

-応答メッセージの長さは1曰秒 LU 内にしてください。 

-メッセージでは、ファクスの送信方法を説明してください。 


ファクスを受信する 



フアクスを受信しよう 





f ま信モードを設定する 


ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

受信モード設定画面を表巧する 


国固曲 

受信モード設定 


受信モードを設定で舌ます 


-0 イ►ボタンで[受信モード設定]を選び、日 K ボタ 
ンを押します。 

受信モード設定画面が表示されます。 


受信モードを選ぶ 


H つアク楊先モード 


りアク専用モード] 


車註楊先モード 


08 = ►ホ定 


つアク^ 04/10 11:06 


8 = 

画質：標準 


巧;田抽 


が况：お樹甲 


クス極ホ } y 


-0 ▲▼ボタンで受信モードを選び、日 K ボタンを押し 
ます。 

〇 戻るボタンを押して、ファクス待機画面に戻ります。 


選んだ受信モードが液晶モニターに表示されます。 


ファクスを受信する 



フアクスを受信しよう 


































f 用紙の設定を'変更する 


本機は、受信したファクスをあ5かじめセットされている用紙に印刷します。ここでは、操作パネルか5 
用紙の設定を変更する方法について説明します。セツトした用紙に合わせて正しく設定してください。 


カセットに用紙がセットされていない場合、または印刷中に用紙がなくなった場合、受信したファクスはいったんメモ 
リに保存され、[用紙がありません用紙をセットして日 K を}甲してください]と表示されます。その場合は、カセット 
に用紙をセットし、日 K ボタンを巧してください。 

または、ストップ/リセットボタンを}甲して操作を続け、あとでメモリに保存された原稿を印刷することもできます。 
=^P.45 

相手が A 3 や巳4など、 A 4 よりち大さいサイズの原稿を送信した場合、送信元のファクス機が自動的に原稿を縮小 、分 
割して送信したり、原稿の一部分 （ A 4 の範囲）だけを送信することがあります。 

1 ファクスボタンを巧す 


用紙/設定ボタンを巧す 

用紙/設定画面が表示されます。 

ボタンで設定頃目を選ぶ 


イ ► ボタンで設定を変更する 


□5 つァク用お/設定 


用おヴイつ; 


( イ A4 


3(昔通想 


用お/設定 


1=►設定跨了 


々 


[ A 4]、 [レターサイズ]、または[リーガルサイズ] 
か5用紙サイズを選びます。 


-© 用紙の種類は変更できません。 


0 用紙/設定ボタンを押し、設定変更を終了ずる 

ファクス待機画面に戻ります。 

f フアクスの呼び出し回数を設定する 

[ファクス優先モード]および[ファクス専用モード]でファクスを受信した場合に、何回呼び出し音を鳴 
5すかを指定することができます。[受信機能設定]の[着信呼び出し]で[する]を選ぶと、[呼び出し 
回数]を設定することができます。与 P . 目1 


ファクスを受信する 



フアクスを受信しよう 




















I そのほかの便利な受信機能を巧う 


f — 時的に本機のメモリに受信する（が巧受信） 

次のようなときにファクスを受信すると、受信したファクスを印刷できず、メモリに自動的に保存します。 
これ5の問題が解消されると、メモリに保存されたファクスは自動的に印刷されます。 

♦受信中にインクがなくなったとき：インクタンクを交換してください。 

• クリアインクじ(外のインクがなくなっても、受信したファクスを強制的に印刷するように設定することができます。 
ただし、インク切れにより、ファクスの内容が部分的もしくはすべて印刷されないことがあります。 

また、ファクスの内容はメモリに保存されません。 

なお、すでにインクがなくなっている場合は、[受信機能設定]で[自動受信印刷]を[しない]に設定して受信し 
たファクスを一度メモリに保存し、インクタンクを交換したあとにメモリに保存したファクスを手動で印刷するこ 
とをお勧めします。与 P . 目1 

• クリアインクがなくなった場合は、新しいクリアインクタンクに交換するまで、受信したファクスを印刷しないで 
メモリに保存します。メモリに保存したファクスは手動で印刷する必要があります。 ^ P .4 曰 

♦受信中に用紙がなくなったとき：用紙をセットし、日 K ボタンを押してください。 

♦ A 4、 レターサイズ、またはリーガルサイズじ(外の用紙がセットされているとき： A 4、 レターサイズ、 
またはリーガルサイズの用紙をセットしてください。 

♦ [受信機能設定]で[自動受信印刷]が[しない]に設定されているとき：[する]に設定して、すでに 
メモリに受信してあるファクスはメモリ照会から EP 刷してくださし、^ P .61 

♦ストップ/リセットボタンを押して、受信したファクスの EP 刷を中止したとき：ファクスボタンを押し 
て < ださい。 

• 本機のメモリには、約2曰日ページ分* (約30件）のファクスが保存できます。 

• メモリがいっぱいになると、残りのページは受信でさません。メモリに保存されている原稿を印刷または削除してか 
5、送信元に連絡して、もラー度送信しても5ってください。 ^ P .4 曰 

* キヤノン FAX 標準チャート N0.1 (標準モード）使用時 


f 本機に接続されている電話機か6ファクスを受信ずる（リ 
モ—卜受信） 

本機が離れた場所にある場合は、本機に接続した電話機の受話器を取ったあとに2曰（リモート受信 ID ) 

をダイヤルすると、ファクスを受信でさます（リモート受信)。 

♦ダイヤル回線の場合は、一時的に!-ーンダイヤルに切り替えてください。 I -ーンダイヤルへの切り替え 
方法は、電話機に付属の取扱説明書をご覧ください。 

♦本機に留守番電話機を接続しているとさは、留守番電話機を操作するための暗証番号がリモート受信 ID 
と同じ番号になっていることがあります。この場合は、ファクス設定画面の[受信機能設定]の[リ 
モート受信]でリモート受信 ID を変更してください。 ^ P .61 

リモート受信をしないようにも設定できます。与 P . 目1 


フアクスを受信しよう 
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そのほかの便利な受信機能を使5 






I メモリに巧巧をれているファクス 

次の場合、受信したファクスは印刷されず、メモリに自動的に保存されます。 

♦受信中にインクがなくなったとさ 
• 受信中に用紙がなくなったとき 

♦ A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ1；!外の用紙がセットされているとき 
♦ [受信機能設定]で[自動受信印刷]が[しない]に設定されているとさ 
♦ストップ/リセットボタンを押して、受信したファクスの EP 刷を中止したとき 


•重要 


電源プラグを抜くと、メモリに保存されているファクスはすべて削除されます。電源プラグを抜くときは、必要なファ 
クスを送信または印刷しておいてください。 

メモリに保存されているファクスの印刷、削除、または確認するとさは、受付番号を指定します。受付番号がわか5な 
いとさは、あ5かじめ原稿リストを印刷してください。 


f メモリにな巧をれているファクスを印刷する 

ファクスを送信できなかった場合や受信したファクスを印刷できなかった場合、未送信のファクスや巧刷 
できなかったファクスはメモリに保存されます。ただし、送信エラーになった場合は、メモリに保存され 
ません。保存されたファクスは、一覧（原稿リスト）にして EP 刷したり、指定したファクスの内容を印刷 
したりでさます。 

一覧（原稿リスト）には、送受信したファクスの受付番号、通信モード、相手先や枚数、日付、送受信したとさの時刻 
が印刷されます。 

1 用紙をセットずる 

用紙のセット方法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

2 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してから、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

6 メモリ照を画面を表示する 

百 Q 国固团 

照会 I 

>；モ|」になちろれている 
原稿|」つ_トク指定原稿を 
印刷した y、 削腺で舌ます 


メモリに保存されているフアクス 


-〇イ►ボタンで[メモリ照会]を選び、日 K ボタンを 

押します。 

メモリ照会画面が表示されます。 



フアクスを受信しよう 













指定の原稿、または原稿リストを Ell 刷ずる 


原稿1」：^卜印刷 


指定原稿印刷 


巧疋原棉刖陆 


08=►ホ定 


指定の原稿を EP 刷するとを 



04/11 13:0日 
1 I 4 » 


04/11 13:07 

I 1 J 

08=►ホ定 


5040 


日041 

カラー 


〇 ▲▼ボタンで[指定原稿印刷]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

-0 ▲▼ボタンで印刷したい原稿の受付番号を選び、 

日 K ボタンを押します。 




メモリに保存されている原稿のリスト画面では、送受信した曰時とファクス/電話番号、および受付番号が表 
71^されます。 

-送受信した曰時とファクス/電話番号 


04/11 13:08 

NCnSHH 


r 0108, 

04/11 13:05 

(:■ィ M * 


加40 

04/11 13:07 

V t. *4 U \ 


加" 

及ラ —^ 


08=►ホ定 


ISS 織 


はい 

し、しな 


原稿リストを EP 刷するとを： 


•受付番号 
- 0001 ' 
-已〇01 ' 


4999は、送信ファクスを指します。 
9999は、受信ファクスを指します。 



-0 最初のページのみ印刷する場合は、▲▼ボタンで 
[はしリを選び、すべてのぺージを印刷する場合は、 
[いいえ]を選び、日 K ボタンを押します。 

〇 戻るボタンかストップ/リセットボタンを押して終 
了します。 

続けて、別の原稿を印刷する場合は、手順©〜© 
を繰り返します。 


▲▼ボタンで[原稿リスト印刷]を選び、日 K ボタ 
ンを押します。 


▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

メモリに保存されている原稿の一覧が印刷されます。 


メモリに保存されているファクス 



フアクスを受信しよう 


































































• メモリに何も保存されていないときは、[メモリに照会する原稿がありません]と表示され、元の画面に戻 
ります。 

• 手順3の操作で[レポート/リスト印刷]を選んで[原稿リスト]か5も印刷できます。与 P . 日8 
• ファクスを受信している途中で、ストップ/リセットボタンを巧してファクス受信を取り消した場合、原稿 
リストのあとにファクスが印刷されることがあります。 


f メモリになををれているファクスを削除する 

1 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してから、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

I メモリ照を画面を表示する 

〇イ►ボタンで[メモリ照会]を選び、日 K ボタンを押します。 

メモリ照会画面が表示されます。 

i ▲▼ボタンで[指定原稿削除]を選ぶ 



4 ボタンで、削除したいファクスの受付番号を選び、 OK ボタンを巧す 


ぶ指定原稿削腺 

13:08 

0108 

04/11 13:05 

1 1 ， 一 け f 

加40 

04/11 13:07 

い t ■ iJl *4 1 

加41 

カラー 

|EB= ►ホ定 1 


5 ▲▼ボタンで[はい]を選んだあと、 OK ボタンを巧す 


削腺しますむ' 


(L 


はし、 


D 


し、しな 


フアクスを受信しよう 


メモリに保存されているフアクス 






















6 戻るボタンかストップ/リセットボタンを}甲して終了ずる 

続けてほかの原稿を削除する場合は、手順4〜己を繰り返します。 



フアクスを受信しよう 
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メモリに保存されているファクス 




I 困ったとまには 

本機を使用中にトラブルが発生したとさの対処方法について説明します。 

mss 

ここでは、ファクスを使用しているときに発生しやすいトラブルや液晶モニターに表示されるエラーメッセージを中/こ\ 
に説明します。該当するトラブルが見つか5ないとさには、『操作ガイド（お手入れ編)』または『ユーザーズガイド』 
(電子マニュアル）を参照してください。 

♦ 液晶モニターにエラーメ ッ セージが表示されている 与 P .50 
♦ファクスを受信でさない与 P .52 
ファクスを受信でさない、ファクスを印刷でさない与 P . 已2 
電話とファクスの受信が自動的に切り替わ5ない与 P . 已3 
受信したファクスの画質が悪い与 P . 已3 
受信時にエラーが発生しやすい^ P . 已3 
♦ファクスを送信できない与 P .54 
ファクスを送信できない与 P . 已4 
送信したファクスの画質が悪い与 P . 已4 
送信時にエラーが発生しやすい 与 P . 日已 
♦ 電話がつながらない与 P . 已曰 
ダイヤルでさない与 P . 已已 
通話中に電話が切れてしまラ^ P . 已已 


困ったとさには 



困つたとさには 
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f 液晶モニターにエラーメッセージが表巧をれている 


メッセージ 

巧処方法 

自動リダイヤル 

原稿を送信したとさ回線が話し中だった場合や、相手が応答しなかった場合、 
時間をおいてからリダイヤルします。自動でリダイヤルされるまでお待ちくだ 
さい。自動リダイヤルを取り消す場合は、リダイヤルされるまで待ち、ダイヤ 
ルをしている最中にストップ/リセットボタンを巧してください。メモリ内の 
原稿を削除してち、取り消すことがでをます。 ^ P .3 已 

このグループダイヤルは使えません 

短縮 ##* 

オンフックボタンが押された状態で、グループが登録されている短縮ダイヤル 
が巧されました。 

この状態では、グループが登録されている短縮ダイヤルは使用でさません。 

このグループダイヤルは使えません 
ワンタッチ##* 

オンフックボタンが押された状態で、グループが登録されているワンタッチタ’ 
イヤルが巧されました。 

この状態では、グループが登録されているワンタッチダイヤルは使用でさませ 
ん /。 

受話器を置いて<だをい 

外付け電話機の受話器が外れています。 

受話器をさちんと戻してください。 

モノクロ送信して<だをい 

送信先のファクス機がカラーの送受信に対応していません。 

モノク□スタートボタンを巧して送信し直してください。または、[カラー送 
信処理]を[モノク□で送信]に設定してください。 =» P .60 

接続に失敗しました 

モジュラーケーブルが正しく接続されていないか、または[ダイヤルトーン検 
知]が[する]に設定されています。 

ケーブルが接続されていることを確認し、時間をおいてか5再度、送信してく 
ださい。それでも送信できないときは、[ダイヤルトーン検知]を[しない] 

に設定してください。与 P .6 日 

話し中でした 

• ダイヤルした送信先が話し中です。 

しば5くしてか5、ちラー度ダイヤルしてください。 ^ P .3 已 
• ダイヤルしたファクス番号が間違っています。 

ファクス番号を確認し、もう一度ダイヤルしてください。 

• 送信先のファクス機が応答しませんでした（自動リダイヤルのタイムアウ 
卜)。 

送信先に連絡し、ファクス機を調べてち5ってください。国際電話の場合 
は、登録した番号にポーズを入れてください。 

• 送信先のファクス機が G 3 規格に対応していません。 

本機は、 G 3 規格に対応していないファクス機とは送受信できません。送信 
先にファクス機が G 3 規格に対応しているかどうかご確認ください。 

• 回線種別の設定が間違っています。 

回線種別を確認し、回線にあった回線種別を設定してください。 =^ P .12 

メモ U びいつぱいです 

枚数が多い原稿、内容が細かい原稿を送受信したため、メモリがいっぱいに 
なっています。 

• 送信している場合は、原稿を分割してか5再送してください。 

•受信している場合は、メモリ内の原稿を印刷、または削除してか5、再送し 
てち！5ってください。与 P .4 己 


「##」は2おの数字を表します。 


困ったとさには 


已〇 


















メッセージ 

巧処方法 

代行受信しました 

次のいずれかの場合にファクスを受信すると、受信したファクスはメモリに保 
存され、印刷はされません。問題を解消すると、メモリに保存されたファクス 
は自動的に印刷されます。 

• 受信中にインクがなくなったとさ： 

インクタンクを交換してください。^『操作ガイド（お手入れ編)』の「イ 
ンクタンクを交換する」 

• クリアインク外のインクがなくなっても、受信したファクスを強制的に 
印刷するように設定することがでさます。 

ただし、インク切れにより、ファクスの内容が部分的もしくはすべて印刷 
されないことがあります。 

また、ファクスの内容はメモリに保存されません。 

なお、すでにインクがなくなっている場合は、[受信機能設定]で[自動 
受信印刷]を[しない]に設定して受信したファクスを一度メモリに保存 
し、インクタンクを交換したあとにメモリに保存したファクスを手動で印 
刷することをお勧めします。 =»P.61 

• クリアインクがなくなった場合は、新しいクリアインクタンクに交換する 
まで、受信したファクスを印刷しないでメモリに保存します。メモリに保 
存したファクスは手動で印刷する必要があります。^ P.4 己 

• 受信中に用紙がなくなったとさ： 

用紙をセットし、 0K ボタンを巧してください。 

• A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ於外の用紙がセットされている 
とさ： 

A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの用紙をセットしてください。 

• [受信機能設定]で[自動受信印刷]が[しない]に設定されているとさ： 
[する]に設定して、すでにメモリに受信してあるファクスはメモリ照会か 

5印刷してください。与 P.61 

• ストップ/リセットボタンを巧して、受信したファクスの印刷を中止したと 
さ： 

ファクスボタンを押してください。 

ストップ/リセットボタンを巧して問題を解消しなかった場合など、メモリ 
に保存されたファクスを印刷しなかった場合は、あとでメモリに保存された 
ファクスを削除したり、印刷することがでさます。 ^P.4 己 

用紙サイズを確認して OK ボタンを巧 
して<ださい 

A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ於外の用紙がセットされています。 
カセットに A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの普通紙をセットして 
ください。なお、後トレイか5は給紙できません。 


困ったとさには 












f ファクスをま信でをない 


■ ファクスをま信でをない、ファクスを巧刷でをない 


原因 

巧処方ま 

電源び入つていない 

• 電源が入っていないとファクスを受信でさません。電源ボタンを巧して電源 
を入れてください。 

♦電源が入ったまま（モードボタンのいずれかが点灯している状態)、電源プ 
ラグを抜いてしまったとさは、ちラー度電源プラグを差し込むだけで、電源 
が入ります。 

• 電源ボタンを巧して電源を切ってか5 (モードボタンがすべて消灯している 
状態)、電源プラグを巧いたとさは、電源プラグを差し込んでから、電源ボ 
タンを巧し、電源を入れてください。 

♦停電などで電源が切れてしまったとさは、停電が復旧すると、自動的に電源 
が入ります。 

メモリびいつぱいになつている 

メモリに保存されている原稿を印刷するか削除してメモリを空けてか！5、もう 
一度送信してち5ってください。 =>P.4 己 

受信中にエラーび発をしている 

• 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。与 P. 已日 
• 通信管理レポートを印刷して、エラーが起さていないか確認してください。 
^P.63 

モジュラーケーブルび正し<接続され 
ていない 

モジュラーケーブルは電話回線接続部へ、電話機（外付け電話、留守番電話、 
パソコンのモデムなどの周辺機器）は外付け機器接続部へ接続しているか確認 
してください。=>『かんたんスタートガイド（本体設置編)』 

A 4、 レターサイズ、またはリーガル 
サイズなかの用紙がセツトされている 

カセットに A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズ於外の用紙がセットさ 
れていると、受信したファクスは印刷されず、メモリに保存されます（代行受 
信)。 A4、 レターサイズ、またはリーガルサイズの用紙をセットし、本機の 
日 K ボタンを巧して<ださい。 

用紙がセツトをれていない 

カセットに用紙がセットされていないと、受信したファクスは印刷されず、メ 
モリに保存されます（代行受信)。用紙をセットして本機の日 K ボタンを巧し 
て < ださい。 

インクびな<なつている 

インクがなくなると、受信したファクスは印刷されず、メモリに保存されます 
(代行受信)。インクタンクを交換 （==> 『操作ガイド（お手入れ編)』）したあ 
と、メモリかが P 刷してください与 P.4 己 

• ファクスモードでファクスを受信していた場合は、インクタンクを交換した 
あと自動的に印刷が始まります。 

• クリアインク於外のインクがなくなっても、受信したファクスを強制的に印 
刷するように設定することができます。 

ただし、インク切れにより、ファクスの内容が部分的もしくはすべて印刷さ 
れないことがあります。 

また、ファクスの内容はメモリに保存されません。 

なお、すでにインクがなくなっている場合は、[受信機能設定]で[自動受 
信巧刷]を[しない]に設定して受信したファクスを一度メモリに保存し、 
インクタンクを交換したあとにメモリに保存したファクスを手動で印刷する 
ことをお勧めします。 ^P.61 

• クリアインクがなくなった場合、新しいクリアインクタンクに交換するま 
で、受信したファクスを印刷しないでメモリに保存します。メモリに保存し 
たファクスは手動で巧刷する必要があります。^ P.4 己 


困ったとさには 



困つたとさには 


















■ 電話とファクスの受信が自動的に切り替わ s ない 


原因 

巧処方ミち 

受信モードび[ファクス優先モード] 
になつていない 

受信モードが[ファクス専用モード]になっている場合、電話とファクスは自 
動的に切り替わりません。「受信モードを設定する」 （P.42) を参照し、[ファ 
クス優先モード]に設定してください。 

また、[電話優先モード]で、本機に留守番電話を接続しているとさは、応答 
メッセージが正しく録音されていることを確認してください。 


■ 受信したファクスの画質び悪い 


原因 

巧処方法 

[ ECM 受信]の設定び[しない]に 
なつている 

[受信機能設定]の拒 CM 受信]を[する]に設定してください。 

「する」に設定すると、送信側のファクス機が自動的に誤りを訂正し再送しま 
す。与 P.61 

送信側のファクス機の原稿や読み取り 
部分び巧れている 

ファクスの画質は、おもに送信側のファクス機によって決まります。送信側に 
連絡して、読み取り部分がミちれていないか確認してち5ってください。 

回線のが態び悪いとまに ECM 送受信 
していない、または送信側び ECM 巧 
応していない 

• [受信機能設定]の拒 CM 受信]を[する]に設定してください。 =»P.61 
• 送信側のファクス機が ECM 送信をするように設定されているか確認してく 
ださい。 

• 送受信側のファクス機が ECM に対応していないとさは、エラーをチェック 
しない標準モードで送受信されます。 

• 受信スタートスピードの設定を遅くしてください。与 P.62 


■ 受信時にエラーが発生しやずい 


原因 

巧処方ミ去 

電話回線や接続のが態びよ < ない 

電話回線や接続の状態がよくないとさは、受信スタートスピードを遅くする 
と、エラーが解消されることがあります。 

受信スタートスピードの設定を遅くしてください。^ P.62 

送信側のファクスび正ちに動作してい 
ない 

送信側に連絡して、ファクス機が正常に動作しているか確認しても5つてくだ 
さい。 


困ったとさには 



困つたとさには 












































f ファクスを送信でをない 
■ ファクスを送信でをない 



困 

〇 

た 

と 

さ 

に 

は 


原因 

巧処方ま 

電源び入つていない 

• 電源が入っていないとファクスを送信でさません。電源ボタンを巧して電源 
を入れてください。 

♦電源が入ったまま（モードボタンのいずれかが点灯している状態)、電源プ 
ラグを抜いてしまったとさは、ちラー度電源プラグを差し込むだけで、電源 
が入ります。 

• 電源ボタンを巧して電源を切ってか 5 (モードボタンがすべて消灯している 
状態)、電源プラグを巧いたとさは、電源プラグを差し込んでから、電源ボ 
タンを巧し、電源を入れてください。 

♦停電などで電源が切れてしまったとさは、停電が復旧すると、自動的に電源 
が入ります。 

メモリか 6 送信中 

通信中/ メモリランプが点滅しているとさは、メモリから別の原稿が送信され 
ています。別の原稿の送信が終了するまでお待ちください。 

モジュラーケーブルびか付け機器接続 
部に接続をれている 

電話回線接続部に接続し直してください『かんたんスタートガイド（本体 
設置編)』）。 

それでも送信でさないときは、電話回線に問題があります。電話会社、接続し 
ている TA (ターミナルアダプタ）または電話アダプタのメーカーへ連絡して 
<ださい。 

電話回線の種類（プッシュ回線/ダイ 
ヤル回線）び正し<設定されていない 

電話回線が自動で正しく設定されないことがあります。電話回線の種類を確認 
して設定を手動で変更してください。与 P .12 

[ダイヤルトーン巧知]の設定び[す 
る]になつている 

時間をおいてか！ 5 再度、送信してください。それでも送信でさないとさは、 
[ダイヤルトーン検知]を[しない]に設定してください。 ^ P .6 日 

短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルに 
ファクス番号び正しく営録されていな 
い 

短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルを使用してダイヤルするとさは、ファクス 
番号が正しく登録されているか確認してください。 =^ P .18 

ち信中にエラーび発生している 

• 液晶モニターのエラーメッセージを確認してください。与 P . 已〇 
•通信管理レポートを巧刷して、エラーの内容を確認してください。与 P .63 

電話回線び正し<接続されていない 

電話回線が正しく接続されているか確認して問題がない場合は、電話回線に問 
題があります。ご契約の電話会社に連絡してください。 

原稿び正し<セットをれていない 

一度原稿を取り出し、原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正し 
くセットし直してください。づ『操作ガイド（本体操作編)』の「原稿をセッ 
卜する」 

プ U ンタエラーび発をしている 

液晶モニターに表示されているメッセージを確認し、問題を解消してくださ 
い。 

^『操作ガイド（お手入れ編)』の「困ったとさには」 

お急ぎの場合は、ストップ/リセットボタンを巧してエラーメッセージを閉じ 
ることにより、ファクスを送信することができます。 


■ 送信したファクスの画質び悪い 


原因 

巧処方ま 

原稿び正し<セットをれていない、ま 
たは原稿台ガラス、原稿台カバーの裏 
側び巧れている 

•一度原稿を取り出し、原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）に正し 
くセットし直してください。^『操作ガイド（本体操作編)』の「原稿を 
セットする」 

• 原稿台ガラスまたは ADF (自動原稿給紙装置）を清掃したあとに『操作 
ガイド（お手入れ編)』の「清掃する」）、原稿をセットし直してください。 

^『操作ガイド（本体操作編)』の「原稿をセットする」 

送信したい原稿に合わせて画質や濃度 
を調節していない 

セットした原稿に合わせて画質（解像度）や濃度（明るさ）を調節してくださ 
し、。与 > P .28、 P .29 


已4 


困ったとさには 




























原因 

巧処方ま 

原稿の裏表の向をび正し<七ットをれ 
ていない 

原稿台ガラスにセットするとさは、原稿の表面を下にしてください。 

ADF (自動原稿給紙装置）にセットするとさは、原稿の表面を上にしてくださ 
い。 

厚い原稿や力ールしている原稿をファ 
クスしぶラとしている 

厚い原稿やカールしている原稿を送信する場合、原稿が浮いたり、陰になって 
きれいに送信できないことがあります。 

原稿台カノ（一を手で押さえて読み込んでください。 


■ 送信時にエラーび巧生しやずい 


原因 

巧処方法 

電話回線や接続のが態びよ < ない 

電話回線や接続の状態がよくないとさは、送信スタートスピードを遅くする 
と、エラーが解消されることがあります。 

送信スタートスピードの設定を遅くしてください。^ P.60 


f 電話がつなが6ない 

■ ダイヤルでをない 


原因 

巧処方法 

モジュラーケーブルび正しくち続され 
ていない 

モジュラーケーブルが正しく接続されているか確認してください。『かんた 
んスタートガイド（本体設置編)』 

電話回線の種類（プッシュ回線/ダイ 
ヤル回線）び正し<設定されていない 

電話回線の種類を確認し、設定を変更してください。 =^P.12 


■ 通話中に電話が切れてしまラ 


原因 

巧処方法 

モジュラーケーブル、電話機（か付け 
電話、留守番電話、パソコンのモデム 
などの周辺機器）び正し<接続をれて 
いない 

モジュラーケーブル、電話機（外付け電話、留守番電話、パソコンのモデムな 
どの周辺機器）が正しく接続されていることを確認してください。 


困ったとさには 



































I 本機の設定を変更ずる 


ここでは、送信するファクスの発信元情報を設定する操作を例に、ファクス設定画面の設定変更の手順に 
ついて説明します。 


1 ファクスメニュー画面を表巧ずる 

〇ファクスボタンを押してから、メニューボタンを押します。 
ファクスメニュー画面が表示されます。 

2 ファクス設定画面を表示する 


旦国国 為: TsV ぶ 


>；ンテナン:^/甚設定 


襄讚雜 SS ます 


を選び、 


メンテナンス/各設定画面が表示されます。 


>;ンテナン:^/甚設定 


囚ィ I 

固 

し 

r 

甚設定 



本樣の甚設定を行います 


0 


イ►ボタンで[各設定]を選び、日 K ボタンを押し 
ます。 

各設定画面が表示されます。 



が刷 Ft ! 疋 


PiGtBrid 啦設定 


LAN 設定 


ぞの地の設定 


言語造お 

08=►ホ定 


■© ▲▼ボタンで[ファクス設定]を選び、日 K ボタン 
を押します。 

フアクス設定画面が表示されます。 


3 メニューを選ぶ 



▲▼ボタンで設定する項目を選び、日 K ボタンを押 
します。 

例：[基本設定]を選びます。 

選択した項目の設定画面が表示されます。 


本機の設定を変更する 













































HI 基本設定 


曰巧/時别設定 1 

「 

曰巧表示形:式 1 

1 

1 

つ一け■お/ TFI 暫铺 1 

発信元記録 e 置 \—1 

でつつツつでうーム 1 


音畳調整 1 

08=►ホ定 

1 


4設定を変更する 


0 ▲▼ボタンでメニューを選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

例：[発信元記録位置]を選びます。 


発信元記録 e 置 


([ 画槪の外に巧ける ！)■ 

I 画槪の中に巧ける I 

08=►ホ定 


〇 



0 


▲▼ボタンで設定項目を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

例：[画像の外に付ける]を選びます。 


▲▼ボタンで設定項目を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

例： [ FAX ] を選びます。 


設定を変更する前に、ユーザデータリストを印刷すると、現在の設定を確認でさます。詳しくは、「ユーザデー 
タリスト」 （P. 目 4) を参照してください。 

f 設定でをる項目について 
■ き信モード設定 



受信モード設定画面を表示する場合は、「受信モードを設定する」 （ P .42) を参照してください。 


々 


み 


み 


〇ファクス優先モード 

受信モードを[ファクス優先モード]に切り替えます。与 P .4 日 
0ファクス専用モード 

受信モードを[ファクス専用モード]に切り替えます。 ^ P .41 
0 電話優先モード 

受信モードを[電話優先モード]に切り替えます。 ^ P .41 


本機の設定を変更する 























































■ ゾモ u 照を 

メモリ照会画面を表示する場合は、「メモリに保存されているファクスを印刷する」 （ P .4 己）を参照 
して < ださい。 


ぶ >；モ|」照会 


原稿1」：^卜印刷 


指定原稿印刷 


指定原稿削隙 


08 = ►ホ定 


-0 

-© 

-0 


〇原稿リスト印刷 

メモリ内のファクスをリストにして印刷します。与 P .4 目 
〇 指定原稿 EP 刷 

メモリ内のファクスを印刷します。与 P .4 目 
0 指定原稿削除 

メモリか5ファクスを削除します。与 P .47 

■ レポート/リスト印刷 

レポート/リスト印刷画面を表示する場合は、「印刷できるレポートとリスト」 ( P .63) を参照して 
<ださい。 



〇 

© 

© 

〇 


〇通信管理レポート 

通信管理レポートを印刷します。 ^ P .63 

〇 電話番号リスト 

電話番号リストを印刷します。^ P .2 已 

-ワンタッチダイヤル.ワンタッチダイヤル電話番号リストを印刷します。 
-短縮ダイヤル ：短縮ダイヤル電話番号リストを印刷します。 

-グループダイヤル ： グループダイヤル電話番号リストを EP 刷します。 
0ユーザデータ リスト 

ユーザデータリストを印刷します。与 P . 目4 
〇原稿リスト 

メモリ内のファクスをリストにして印刷します。与 P .4 目 


本機の設定を変更する 




























■ 電話ま号き録 

電話番号登録画面を表示する場合は、 r 送信先を登録する」 （ P .18) を参照してください。 



〇 

0 

0 


〇ワンタッチダイヤル 

ワンタッチダイヤルに登録します。与 P .18 

〇 短縮ダイヤル 

短縮ダイヤルに登録します。与 P .19 

0グループ ダイヤル 

グループダイヤルに登録します。 ^ P .21 

■ 基本設定 

基本設定画面を表示する場合は、 r 本機の設定を変更する」 （ P . 已目）を参照してください。 


な基本設定 


日巧/時别訪定 


曰巧表示形:式 


ユーヴち/ TEL 登録 


発信元記録 e 置 


すつつツク アラーム 


音畳調整 

08=►ホ定 



RI 基本設定 


ユーヴ： S / TEL 登録 「 


発信元記録 e 置 

すつつック アラーム 

音畳調整 

回捕種別白動 一 

— € 

-c 

通信皆理レがート — 

08=►ホ定 



〇曰付/時刻設定 

現在の曰付/時刻を設定します。 ^ P .14 
0曰付表示形式 

液晶モニター、または送信ファクスに印刷される曰付の表示形式を選びます。 ^ P .14 
表示形式には、[年/月/曰]、[月/曰/年]、[曰/月/年]の3とおりがあります。 

0ューヴ名/ TEL 登録 

送信ファクスに印刷される名前、ファクス/電話番号を登録します。 ^ P . l 目 


〇発信元記録位置 

発信元情報を印刷する位置（画像領域の外または画像領域の中）を選択します。印刷位置を 
選んだあとに、ファクス/電話番号の前に付ける文字 （[ FAX ] または [ TEL ]) を選びます。 
^ P .13 


0オフフックアラーム 

電話機の受話器が外れているとさ、警告音を鳴5すかどラかを選びます。 
〇音量調整 

■通信音量：通信中の音量を調整します。 


本機の設定を変更する 



































o 回線種別自動 

本機に接続されている電話回線の種類を自動で判別します。^ P .9 
[指定]を選ぶと電話回線の種類を選択でさます。 

〇通信管理レポート 

自動的に通信管理レポートを印刷するかどラかを選びます。^ P .63 


■ 送信機能設定 


送信機能設定画面を表示する場合は、「本機の設定を変更する」 （ P . 已 6) を参照し、手順3で「送信 
機能設定」を選択してください。 


な送信樣請設定 


ECM 違信 


ボ■一つ 時間設定 


白動 I 」タイでル 


送信つー トつ ピード 


カラー送信姐理 


送信結果レがート 

08 = ►ホ定 



な送信樣請設定 1 

ボ■一つ 時間設定 


白動1」タイでル 


送信つー トつ ピード 


カラー送信姐理 


送信結果レがート 


タイでルトーンおな — 

- 

08 = ►ホ定 

1 


〇 ECM 送信 

本機は、 ECM (自動誤り訂正モード）方式で送受信するように設定されています。与 P .38 

受信側のファクス機も ECM 方式に対応している場合、自動的に誤りを訂正し再送します。受 
信側のファクス機が ECM に対応していないとさは、標準モードで送受信されます。 

ECM 方式で送受信しないよラに設定することもできます。 

〇 ポーズ時間設定 

リダイヤル/ポーズボタンを押して指定するポーズ1つ分の長さを設定します。 

0 自動リタ'イヤル 

自動的にリダイヤルするかどラかを選びます。^ P .3 已 

[する]を選ぶと、リダイヤル回数や、ダイヤルしてか5次にリダイヤルするまでの間隔を設 
定できます。 

〇送信スタートスピード 

ファクスの送信スピードを選びます。 

0 カラー送信処理 

ADF (自動原稿給紙装置）を使ってカラーで送信するときに送信先のファクスがカラーに巧 
応していない場合は、白黒モードで読み取って送信するかどラかを選びます。 

〇送信結果レポート 

送信したあとに、自動的に送信結果レポートを印刷するかどラかを選びます。 ^ P .6 目 

[エラー時のみ印刷]または[送信ごとに印刷]を選ぶと、送信ファクスの最初のページをレ 
ポートの下に印刷するかどうかを選ぶことができます。 

〇タイヤルトーン検知 

発信動作と着信動作が重なったとさ、ファクス誤送信を防止します。 

[する]を選ぶと、本機がダイヤルトーン音を確認してか5発信します。 


本機の設定を変更する 
























■ ま信機能設定 


受信機能設定画面を表示する場合は、 r 本機の設定を変更する」 （ P . 已 6) を参照し、手順3で「受信 
機能設定」を選択してください。 


81受信樣請設定 


白動を信印 刷 
ECM 受信 


つアクス楊先モード 


若信巧 mi し 


白動受信切 y 替方 


I 」モート受信 

08 = ►ホ定 



な受信樣請設定 


若信巧 mi し 


白動受信切 y 替方 

1」モート受信 

受信画槪縮小 — 

— 〇 

受信つー トつ_ピードー 

— 〇 

受信結果レがート —S-0 

|EB* ホ定 



〇自動受信印刷 

ファクスを受信したとき、自動的に印刷をするかどラかを選びます。[しない]を選ぶと、受 
信したファクスはメモリに保存されます。与 P .4 已 

■インク切れでの印刷：クリアインクじ(外のインクがなくなったときに、受信したファクスを 
メモリに保存しないで、強制的に EP 刷するかどうかを選びます。 
ただし、ファクスを印刷した場合、インク切れにより、部分的もしく 
はすべて印刷されないことがあります。 

Q ECM 受信 

本機は 、 ECM (自動誤り訂正モード）方式で送受信するよラに設定されています。 ^ P .38 

送信側のファクス機も ECM 方式に対応している場合、送信側のファクス機が自動的に誤りを 
訂正し再送します。送信側のファクス機が ECM に対応していないときは、標準モードで送 
受信されます。 

ECM 方式で送受信しないよラに設定することもできます。 

0 ファクス優先モード 

ファクス優先モードのとさの本機の応答方法を細かく設定できます。^ P .40 
-呼び出し開始時間：着信がファクスか電話かを本機が判断するための時間を指定します。 

- TEL 呼び出し時間：電話のとき、何秒呼び出し音を鳴5すかを指定します。 

-呼び出し後の動作：設定した呼び出し時間が経過したあと、ファクスを受信するかどうか 
を選びます。 

〇着信呼び出し 

ファクス優先モードまたはファクス専用モードで、外部接続機器の呼び出し音を鳴らすかど 
うかを選びます。与 P .40、 P .41 

[する]を選ぶと、何回呼び出し音を鳴らすか指定できます。 

0 自動受信切り替え 

電話優先モードのとき、一定の時間呼び出し音を鳴5したあと、自動的にファクスを受信す 
るかどラかを選びます。与 P .41 

[する]を選ぶと、自動受信を開始するまでの時間を指定できます。 

〇リモート受信 

リモート受信ができるよラにするかどラかを選びます。与 P .44 
[する]を選ぶと、リモート受信 ID を変更できます。 

〇受信画像縮小 

セットした用紙サイズにおさまるように、受信ファクスを自動的に縮小するかどうかを選び 
ます。 

[する]を選ぶと、縮小する方向を選ぶことができます。 


本機の設定を変更する 





























o 受信スタートスピード 

ファクスの受信スピードを選びます。 

0受信結果レポート 

受信したあとに、自動的に受信結果レポートを印刷するかどラかを選びます。 ^ P .67 


本機の設定を変更する 




I EP 刷でまるレポートとリスト 


本機では、(下の種類のレポートやリストを印刷することができます。詳しくは、該当するページを参照 
して < ださい。 


レポートちまたはリストち 

説明 

参照 

通信管理レポート 

送受信したファクスの履歴です。20通信ごとに自動的に印刷する 
かどラかを設定でさます。また、手動で印刷することもでさます。 

P .63 

ワンタッチダイヤル電話番号リスト 

ワンタッチダイヤルに登録されている番号と名前のリストです。 

P .18 

短縮ダイヤル電話番号リスト 

短縮ダイヤルに登録されている番号と名前のリストです。 

P .19 

グループダイヤル電話番号リスト 

グループダイヤルに登録されている番号と名前のリストです。 

P .21 

ユーザデータリスト 

現在の設定と発信元情報のリストです。 

P .64 

原稿リスト 

現在メモリに保存されている原稿のリストです。 

P .4 曰 

送信結果レポート 

ファクスの送信後に印刷されます。 

このレポートを印刷するかどラか設定できます。 

また、エラーが発生したときだけ印刷するよラに設定することもで 
さます。送信結果レポートの下に原稿の最初のページを印刷して、 
送信したファクスの内容がわかるように設定することもでさます。 

P .6 目 

受信結果レポート 

ファクスの受信後に印刷されます。 

このレポートを印刷するかどラか設定できます。 

また、エラーが発生したときだけ印刷するよラに設定することもで 
さます。 

P .67 

マルチ通信結果レポート 

同報送信後に印刷されます。 

P .67 


f 通信管理レポート 

送受信したファクスの履歴が巧刷されます。お買い上げ時は、2日回通信するごとに自動的に印刷される設 
定になっています。このレポートは、印刷されないように設定したり、手動で巧刷することもできます。 

設定については、 r 通信管理レポート」 （ P . 目 0) を参照してください。 


■ 通信管巧レポートを手動で巧刷ずる 


1 用紙をセットする 

用紙のセット方法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

2 ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 


印刷でをるレポートとリスト 

















レポート/リスト印刷画面を表示する 


つ了クつ、 A 二^— 


凸园 Hi_i 

レがート / i 」：^ 卜印刷 

通信皆理レがートを 
甚種1」：^卜を印刷で舌ます 


〇 


ィ ► ボタンで[レポート/リスト印刷]を選び、 
日 K ボタンを押します。 


4 通信管巧レポートを EP 刷ずる 


jElHSMWIEHS^ 

通信皆理レボ■ート1— 


巧註巧ちリ/|- 


ユー ヴデータ I 」つ 卜 


原稿1」：^卜 


08=►ホ定 


々 



▲▼ボタンで[通信管理レポート]を選び、日 K ボ 
タンを押します。 


▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

通信管理レポートが印刷されます。 


f ユーサデータ U スト 


ユーザデータリストには、現在の設定と発信元情報が印刷されます。 ^ p . l 目 


■ ユーザデータ U ストを 巧 刷ず る 
1 用紙をセットする 

用紙のセット方法については、『操作ガイド（本体操作編)』の「用紙をセットする」の 
「用紙について」を参照してください。 

2ファクスメニュー画面を表巧する 

〇ファクスボタンを押してか5、メニューボタンを押します。 

ファクスメニュー画面が表示されます。 

3 レポート/リスト EI 1 刷画面を表示する 

〇イ►ボタンで[レポート/リスト印刷]を選び、日 K ボタンを押します。 


EP 刷でさるレポートとリスト 



































ユーザデータ リストを EP 刷す る 


ーユーヴデー£?リ：^卜 ) —— 


レがート/ I 」つ>印刷 


通信皆理レボ■一 h 


宙 li をち u -? I 


J 泉桶 I 」刀1- 


08=►ホ定 


々 


0 


▲▼ボタンで[ユーザデータリスト]を選び、日 K 
ボタンを押します。 

▲▼ボタンで[はい]を選び、日 K ボタンを押しま 
す。 

ユーザデータリストが印刷されます。 


印刷でをるレポートとリスト 















f そのほかのレポート 
■ 送信結まレポート 

原稿を送信したあとに印刷されます。原稿が正常に送信されたかどうかを確認することができます。 
お買い上げ時は、エラーが発生したときだけ印刷する設定になっています。このレポートは、送信す 
るたびに印刷されるように設定したり、印刷されないよラに設定することもできます。 

• 設定については、「送信結果レポート」 （P.60) を参照してください。 

• ファクス送信時のエラーについては、1ソ下の「ファクス送信時のエラーー覧」を参照してください。 

ファクス送信時のエラ ーー 實 

ファクスの送信時にエラーが発生すると、そのエラー番号が送信結果レポートに印刷されます（エラー内 
容が印刷されるものもあります)。 

エラー番号に対応するエラー内容は次のとおりです。 


番号 

エラー 内容 

巧処方 ミ 去 

#001 

ADF に原稿び残つています。 

ADF の原稿を確認して OK を巧 
し、操作をやり直してくだをい 

ADF (自動原稿給紙装置）で原稿がつまりました。 

『ユーザーズガイド』（電子マニュアル）の「困ったとさには」の 
「ADF (自動原稿給紙装置）に原稿がつまる」を参照し、原稿を取り 
除さ、ちラー度送信してください。 

#003 

原稿が長すぎます 

長さが 400mm 於上ある原稿を送信しようとしました。 

ADF (自動原稿給紙装置）か5送信でさる原稿の長さは、最長 

400mm までです。これ!;(上の長さの原稿は送信できません。 

1ページの送信に時間がかかった場合も、#日日3が出力されます。 
原稿を分割して送信し直すか、画質（解像度）を低く設定して送信し 
直してください。 

#005 

巧手巧び応答しません 

送信先のファクス機が応答しません。 

送信先に連絡し、電話回線が接続されているかどラか調べてち5って 
<ださい。 

#012 

やり直して<だをい 

送信先のファクス機の記録紙がないため送信でさませんでした。 

送信先に連絡し、記録紙をセットしても5ってください。 

#017 

ダイヤルトーン巧知でをませんで 
した 

ダイヤルトーン（発信音）を検出でさませんでした。 

送信機能設定のダイヤルトーン検知が「する」になっています。「しな 
し、」に設定して送信してください。 

#01 呂 

話し中でした 

送信先が話し中のため送信でさませんでした。 

しば5くしてか5、もう一度送信してください。 

#022 

やり直して<だをい 

ワンタッチダイヤルまたは短縮ダイヤルに登録したファクス/電話番 
号が間違っています。 

送信先のファクス/電話番号を確認し、ワンタッチダイヤルまたは短 
縮ダイヤルに登録したファクス/電話番号を変更し、ちう一度送信し 
て < ださい。 

#037 

メモ U びいつぱいです 

本機のメモリがいっぱいのため送信でさませんでした。 

「メモリに保存されているファクス」 （P.4 己）を参照し、メモリの内容 
を削除してか！5、もう一度送信してください。 

#085 

モノク□でやり直してくだをい 

送信先のファクス機がカラーに対応していません。 

白黒でもう一度送信してください。 

STOP 

ファクスの送信中にストップ/リセットボタンを巧したため、送信を 
中止しました。 

必要であれば、もう一度送信してください。 


EP 刷でさるレポートとリスト 






















■ ま信結果レポート 

原稿を受信したあとに EP 刷されます。原稿が正常に受信されたかどうかを確認することがでさます。 
お買い上げ時は、印刷しない設定になっています。このレポートは、受信するたびに、またはエラー 
が発生したとさだけ印刷されるよラにも設定できます。 

• 設定については、「受信結果レポート」 （P.62) を参照してください。 

• ファクス受信時のエラーについては、下の「ファクス受信時のエラーー覧」を参照してください。 

ファクス受信時のエラ ーー 覧 

ファクスの受信時にエラーが発生すると、そのエラー番号が受信結果レポートに印刷されます。 

エラー番号に対応するエラー内容は次のとおりです。 


番号 

エラー 内容 

巧処方ま 

#003 

1ページの受信に時間びかかりす 
ぎています 

送信元に連絡して、原稿を分割して送信し直してち！5ラか、画質（解 
像度）を低く設定して送信し直しても5つてください。 

#005 

巧手巧び応答しません 

手動でファクスを受信したときに、送信元のファクス機か5信号を検 
知することがでをませんでした。 

送信元に連絡し、ちう一度送信してちらうか、自動でファクスを受信 
するように本機を設定してください。 

#037 

メモ U びいつぱいです 

本機のメモリがいつぱいのため受信でさませんでした。 

「メモリに保存されているファクス」 （P.4 己）を参照し、メモリの内容 
を削除してか！5、もう一度送信しても5つてください。 

STOP 

ファクスの受信中にストップ/リセットボタンを巧したため、受信を 
中止しました。 

必要であれば、ちラー度送信してち5つてください。 


■ マルチ通信結まレポート 

複数の相手先に送信したあとに印刷されます。複数の相手先に正常に送信されたかどうかを確認する 
ことがでさます。 


印刷でをるレポートとリスト 
















用遠に合わせてま信モードを還ぼう！ 

ファクスの受信方法は「ファクスを受信する」 （ P .40) を、各モードの詳しい説明については下記のページを参照してくださし、。 


電話は®わないか S 
ファクスだけを受けとりたい 


ファクスび送信 電話を受けたいときは他の 

されてきたとき モードを選んでください 



* 自動的に受信されます 与41ページ 


ファクスより電話の方がをいか S 1 
ファクスがをた S "ポーポ ー" でお知 S せ 


フアクスび送信 電話びかかって 

されてさたとさ さたとさ 






与41ぺージ 


留守にすることがをいか6 
留守番電話で応巧したい 




ファクスび送信 
されてさたとさ 


電話びかかって 
さたとさ 



自動的に受信されます 


電話よりファクスをよく巧うか S 
ファクスと電話を®い分けたい 


フアクスび送信 電話びかかって 

されてさたとさ さたとさ 



フアクス優巧モード 


与40ぺージ 


\ 


























•キヤノン pixus ホームぺージ canon.jp/pixus 

新製品情報、 Q & A 、 各種ドライバのバージョンアップなど製品に関する情報を提供しております。 

※通信料はお客様のご負巧になります。 

•キヤノンお客様ネ目談センター 

PIXUS •インクジてット複合機に関するご質問-ご相談は、下記の窓口にお願いいたします。 

キヤノンお客様ネ目談センター 

050 - 555-9001 5 

年賀が En 刷専用窓口 

050-555-90019 (受か期間：11/1〜 1/15) 

【受付時間】〈平日〉9:00〜20:00、 〈± 日祝日〉10:00〜17:00 (1/1 〜1/3はかませていただきます) 

※上記番号をご利用いただけない方は 043-211-9631 をご利用ください。 

《 I P 電話をご利用の場合、プロバイダーのサービスによってつながらない場合があります。 

※受付時間は予告なく変更する場合があります。あらかじめご了承ください。 




本機で使用でをるインクタンク番号は、な下のものでず。 


2 い |1 2 


2 


2 


Clear 


インクタンクについてのごミ主意 

•インクタンクに穴を開けるなどの改造や分解をすると、インクび漏れ、本機の故障の原因となることがあります。改造•分解 
はお勧めしません。 

-インクの詰め替えなどによる非純正インクのご使用は、印刷品質の低下やプリントへッドの故障の原因となることがあります。 
安全上問題はありませんが、まれに、純正品にないインク成分によるとみ5れるプリントへッド部分の発熱-発煙事例*ち報 
告されています。キヤノン純正インクのご使用をお勧めします。 

(* すべての非純正インクについて上記事例び報告されているちのではありません。） 

•非純正インクタンクまたは非純正インクのご使用に起因する不具合への対応については、保守契約期間内または保話期間内で 
あってち有償となります。 

※インクタンクの交換については、『操作ガイド（お手入れ編)』の「インクタンクを交換する」を参照してください。 

紙幣、有価証券などを本機で印刷すると、その印刷物の使用如何に拘わ!5ず、法律に違反し、罰せ!5れます。 

関連法律：刑法第148条、第149条、第1目2条/通貨及証券模造取締法第1条、第2条等 
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